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i
『
沈
氏
農
書
』
の
再
評
価
1

足

山M

啓

二

門
要
約
】
　
従
来
の
明
清
時
代
史
研
究
で
は
、
薩
接
生
産
者
の
も
と
で
の
剰
余
の
実
現
と
、
農
民
の
経
営
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
は
、
否
定
的
に
把
え
ら

れ
て
き
た
。

　
本
稿
は
従
来
の
見
解
の
支
柱
で
あ
る
『
沈
氏
農
書
』
の
経
営
像
を
分
析
し
た
。
同
書
は
、
個
別
的
な
経
営
体
の
立
場
か
ら
農
業
の
経
営
的
側
面
に
注
目

し
て
お
り
、
中
国
農
書
の
歴
史
上
で
も
希
有
な
経
営
農
書
と
し
て
、
高
い
資
料
価
値
を
有
す
る
。

　
『
沈
氏
農
書
』
は
、
多
肥
と
深
耕
を
基
軸
と
す
る
集
約
農
法
を
徹
底
さ
せ
、
宋
代
以
降
の
小
農
法
発
展
の
上
で
新
し
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
　
（

同
時
に
、
沈
氏
は
販
売
の
た
め
の
購
買
を
伴
う
商
業
的
農
業
を
営
み
、
土
地
生
産
性
と
と
も
に
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
追
求
し
、
剰
余
の
拡
　
へ

大
を
め
ざ
し
て
い
た
。
経
営
規
模
も
従
来
考
え
ら
れ
て
来
た
十
数
畝
は
誤
り
で
、
四
十
畝
程
度
と
考
え
ら
れ
、
少
な
か
ら
ぬ
利
潤
を
上
げ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
完
全
に
富
農
経
営
で
あ
っ
た
。

　
商
業
的
農
業
の
推
進
者
と
し
て
、
先
端
的
生
産
力
水
準
の
担
い
手
と
し
て
、
彼
等
億
時
代
の
牽
引
車
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
一
巻
一
号
　
一
九
七
八
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
か
っ
て
の
日
本
に
お
け
る
中
国
明
清
時
代
史
研
究
に
と
っ
て
、
商
品
生
産
研
究
・
資
本
主
義
の
萌
芽
研
究
は
中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

だ
が
そ
れ
ら
の
研
究
を
通
じ
て
、
直
接
生
産
老
の
も
と
で
の
剰
余
の
実
現
と
、
そ
の
剰
余
を
基
礎
と
す
る
小
経
営
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
成
長
は
、

殆
ん
ど
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
そ
こ
に
は
農
奴
制
の
解
体
を
準
備
す
る
農
民
屠
分
解
論
は
存
在
し
得
ず
、
代
っ
て
労
働
過
程
で
の
佃
戸
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の
地
主
か
ら
の
独
立
化
、
商
品
生
産
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
地
主
佃
戸
間
の
疎
隔
等
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
佃
戸
の
自
立
化
が
、
社
会
構
成

の
発
展
と
さ
れ
、
佃
戸
の
限
り
な
い
「
自
立
化
」
の
彼
方
に
、
中
国
「
封
建
制
」
の
解
体
は
、
追
い
求
め
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
小
経
営
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
を
認
め
ず
、
単
な
る
佃
戸
の
自
立
化
を
追
求
す
る
方
法
は
、
農
奴
制
の
変
質
と
解
体
を
分
析
す

る
理
論
と
し
て
は
極
め
て
不
充
分
で
あ
る
。
明
末
清
初
を
「
封
建
欄
」
解
体
期
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
中
国
「
封
建
欄
」
の
成
立

期
と
し
て
把
え
る
見
解
が
、
同
一
の
小
経
営
発
展
論
・
商
品
生
産
理
解
を
論
拠
と
し
て
提
起
さ
れ
た
時
、
と
り
た
て
て
論
争
を
み
な
か
っ
た
の

も
、
従
来
の
小
経
営
発
展
論
・
商
品
生
産
論
の
不
明
確
さ
を
告
白
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
書
聖
嵩
高
の
立
場
に
立
つ
地
主
舗
研
究
が
活

発
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
新
し
い
制
度
史
・
乃
至
構
造
論
の
土
台
と
な
る
小
経
営
発
展
論
は
、
未
だ
準
備
さ
れ
て
い
な
い
。
骨
格
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
て
は
、
今
な
お
五
〇
年
代
の
研
究
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
こ
の
五
〇
年
代
の
明
清
小
経
営
論
を
形
成
す
る
上
で
主
導
的
役
割
を
果
し
た
の
が
、
手
工
業
部
面
で
は
西
嶋
定
生
氏
の
罷
業
研
究
で
あ
り
、

農
業
経
営
面
で
は
古
島
和
雄
氏
の
「
明
末
長
江
デ
ル
タ
に
於
け
る
地
主
経
営
一
帯
氏
農
書
の
一
考
察
1
」
（
以
下
第
一
論
文
と
略
す
）
と
「
書
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

書
の
成
立
と
そ
の
地
盤
」
（
以
下
第
二
論
文
）
と
い
う
、
　
『
沈
設
農
書
』
・
『
補
農
書
』
に
関
す
る
二
つ
の
研
究
で
あ
っ
た
。

　
古
島
氏
は
第
一
論
文
で
、
在
留
地
主
経
営
で
は
、
　
「
貨
幣
収
入
は
極
め
て
不
安
定
さ
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
養
蚕
・
織
網
等
の
商
品
生

産
の
展
開
に
も
拘
ら
ず
、
経
営
的
に
富
農
化
す
る
道
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
主
穀
生
産
に
見
ら
れ
る
が
如
く
、
米
菱
に
単
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

化
さ
れ
た
経
営
も
自
給
的
傾
向
が
強
く
、
而
も
総
体
と
し
て
は
貨
幣
経
済
に
よ
っ
て
、
経
営
規
模
も
制
限
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
。
雇
傭

労
働
も
「
長
工
の
雇
傭
が
収
支
相
償
う
に
足
り
る
の
み
で
」
　
「
依
然
と
し
て
土
地
所
有
関
係
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
居
」
り
、
　
「
集
約
的
な
水
稲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

栽
培
に
お
い
て
は
…
…
家
父
長
的
な
支
配
と
規
制
が
必
要
で
あ
っ
た
」
こ
と
な
ど
か
ら
、
傭
工
を
必
ず
し
も
新
し
い
性
格
を
持
っ
た
も
の
と
言

え
ぬ
と
さ
れ
た
。
ま
た
第
二
論
文
で
は
「
（
稲
作
技
術
体
系
の
集
約
的
展
開
）
を
機
軸
と
し
て
、
社
会
的
経
済
的
に
次
第
に
後
退
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
小
地
主
的
立
場
か
ら
、
貨
幣
経
済
の
浸
透
を
契
機
と
し
て
、
失
わ
れ
て
ゆ
く
地
主
的
地
位
の
再
興
を
計
っ
た
も
の
こ
そ
、
補
農
書
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
わ
れ
た
農
業
の
地
盤
」
で
あ
り
、
こ
う
し
た
地
主
経
営
は
明
末
葉
初
を
境
に
解
体
し
て
ゆ
く
と
結
論
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
商
業
資
本
と
租
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税
の
重
圧
の
も
と
で
、
小
農
民
に
は
利
潤
は
残
り
得
ず
、
近
代
的
方
向
へ
進
む
可
能
性
は
な
か
っ
た
と
い
う
西
嶋
理
論
と
相
倹
っ
て
、
閉
ざ
さ

れ
た
小
経
営
発
展
論
を
生
み
鵠
し
た
。
し
か
し
、
沈
氏
の
経
営
上
の
課
題
、
経
営
規
模
等
に
関
す
る
古
島
氏
の
結
論
に
は
再
考
す
べ
き
点
が
残

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
細
事
の
歴
史
的
評
価
は
、
　
『
沈
氏
農
書
』
と
関
係
の
う
す
い
地
主
佃
戸
綱
に
関
す
る
一
般
的
説
明
か
ら
で

は
な
く
、
よ
り
『
沈
氏
農
書
』
内
在
的
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
中
国
で
の
『
脚
韻
農
書
』
の
研
究
と
し
て
は
、
囁
鼻
繋
力
氏
等
の
『
補
農
書
研
究
』
が
あ
り
、
解
放
後
の
中
国
農
業
の
課
題
に
引
き
つ
け
て
、

詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
沈
氏
の
農
業
経
営
の
歴
史
的
評
価
に
関
し
て
は
承
服
し
難
い
。
氏
は
、
沈
氏
が
飼
料
を
購
入
に
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

っ
て
い
る
こ
と
を
経
営
上
の
欠
陥
と
さ
れ
る
が
、
飼
料
の
購
入
は
社
会
主
義
建
設
途
上
の
中
国
農
業
に
と
っ
て
当
面
の
欠
陥
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
を
め
ざ
す
小
経
営
に
と
っ
て
は
、
後
述
の
如
く
進
歩
的
な
経
営
法
で
あ
っ
た
。
農
作
業
の
労
働
力
編
成
で
分
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

未
発
達
な
こ
と
を
以
て
資
本
主
義
的
性
格
が
難
く
な
い
と
す
る
陳
氏
の
主
張
か
ら
は
、
資
本
主
義
へ
の
移
行
理
論
は
生
ま
れ
得
な
い
。
ま
た
傭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

工
の
労
賃
の
低
さ
を
封
建
制
の
根
拠
と
す
る
方
法
な
ど
、
氏
の
理
論
構
成
に
は
多
く
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
立
論
の
中
心
素
材
と
さ
れ
て
き
た
『
沈
氏
農
書
』
の
再
評
価
を
通
じ
、
従
来
の
明
清
小
経
営
諭
を
再
検
討
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
．
る
。

　
①　
こ
の
間
の
研
究
史
の
整
理
は
、
拙
稿
「
明
清
時
代
の
商
贔
生
産
と
地
主
制
研
究

　
を
め
ぐ
っ
て
」
『
東
洋
史
研
究
賑
三
六
一
一
、
一
九
七
七
年
参
照
。

②
西
嶋
定
生
「
十
六
・
十
七
世
紀
を
中
心
と
す
る
申
園
農
村
工
業
の
考
察
」
『
歴

　
史
学
研
究
鋤
＝
二
七
、
　
九
囚
七
年
（
『
中
国
経
済
史
研
究
』
所
収
）
な
ど
の
、
一

　
連
の
棉
業
に
関
す
る
論
文
。

③
　
古
島
和
雄
第
一
論
文
『
歴
史
学
研
究
』
一
四
八
、
一
九
五
〇
年
。
第
二
論
文
『
東

　
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
冊
、
一
九
五
二
年
。

＠＠＠＠＠＠＠
古
島
第
一
論
文
　
一
九
頁
。

古
島
第
一
論
文
　
二
一
～
二
二
頁
。

古
島
第
二
払
秘
文
　
　
一
一
六
頁
。

並
倉
力
編
著
『
補
農
書
研
究
』
一
九
五
八
年
。

筒
前
四
五
頁
・
八
五
頁
。

岡
前
五
四
～
五
五
頁
。

同
前
九
九
頁
。
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一
　
『
沈
氏
農
書
』
の
溝
成
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本
論
に
は
い
る
前
に
、
　
『
沈
設
農
書
』
の
性
格
を
概
観
す
る
。
　
『
沈
氏
農
書
』
は
二
重
の
意
味
で
経
営
農
書
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
書
を
他
の

諸
農
書
と
分
つ
特
色
で
あ
る
。
第
一
に
、
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
農
業
の
経
営
的
側
面
に
対
す
る
関
心
で
貫
か
れ
て
い
る
。

「
蚕
務
・
六
畜
」
の
記
述
の
大
半
は
、
養
蚕
・
網
織
と
家
畜
飼
育
に
つ
い
て
の
収
支
賢
愚
に
さ
か
れ
て
お
り
、
養
蚕
技
術
で
は
、
蚕
室
管
理
の

一
般
的
注
意
と
、
桑
の
値
段
が
安
か
っ
た
場
合
の
桑
の
木
の
管
理
心
得
を
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
家
畜
の
飼
育
技
術
に
関
し
て
は
、
羊
に
つ
く

虫
の
予
防
と
、
関
連
技
術
で
あ
る
焼
酎
作
り
の
概
要
を
指
導
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て
、
　
「
運
試
地
法
」
で
は
、
確
か
に
か
な
り
の

ス
ペ
ー
ス
が
農
耕
技
術
そ
の
も
の
に
振
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
例
え
ば
、
　
「
春
天
甕
地
し
の
項
が
、
桑
の
追
肥
技
術
に
つ
い
て
、

　
　
清
明
の
頃
、
ま
た
人
糞
を
か
け
る
。
こ
れ
を
撮
葉
と
言
う
。
一
銭
の
肥
料
を
か
け
る
と
、
二
銭
分
葉
が
多
く
な
る
。
桑
の
勢
定
が
終
っ
た
ら
、
ま
た
人
糞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
を
か
け
る
。
こ
れ
を
謝
桑
と
言
う
。
一
銭
分
の
肥
料
を
か
け
る
と
、
一
銭
分
葉
が
多
く
な
り
、
少
し
も
損
す
る
こ
と
な
く
、
結
局
桑
が
良
く
な
る
。

と
言
う
よ
う
に
、
農
業
技
術
を
論
ず
る
部
分
の
関
心
も
、
多
く
経
営
問
題
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
　
「
天
時
」
の
項
は
、
気
象
条
件
を
考
慮
し
て
、

有
効
で
目
い
っ
ぱ
い
に
長
工
労
働
力
を
使
用
す
る
方
法
を
述
べ
る
。
施
肥
総
論
た
る
門
種
田
地
」
の
項
は
、
労
働
生
産
性
と
出
費
の
如
何
を
考

慮
し
て
、
各
種
肥
料
の
特
質
を
解
明
し
て
い
る
。
農
作
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
論
じ
た
「
田
地
生
活
」
の
項
は
、
作
業
の
適
期
と
労
働
効
率
の
関

　
　
　
　
　
　
②

係
を
主
題
と
す
る
。
他
の
諸
項
も
、
多
く
は
施
肥
と
労
働
生
産
性
と
い
う
、
本
稿
の
二
章
・
三
章
で
述
べ
る
『
沈
黙
農
書
』
の
二
大
関
心
に
結

び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
諸
項
を
含
み
つ
つ
、
　
「
誤
載
地
法
」
は
、
個
別
作
物
の
栽
培
技
術
と
い
う
具
体
的
・
技
術
的
問
題
か
ら
、
肥
培
論
、

労
働
力
管
理
論
、
更
に
は
水
利
論
を
経
て
経
営
総
論
部
分
へ
と
、
よ
り
抽
象
的
・
よ
り
経
営
的
な
次
元
の
問
題
へ
と
論
旨
が
収
束
す
る
構
成
と

　
　
　
　
③

な
っ
て
い
る
。
　
『
沈
氏
農
書
』
は
、
経
営
、
と
り
わ
け
経
営
収
支
へ
の
関
心
の
下
に
書
か
れ
た
農
書
で
あ
る
。

　
第
二
に
『
沈
氏
農
書
』
は
、
一
個
の
経
営
体
の
立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
沈
氏
の
経
営
体
・
若
く
は
経
営
プ
ラ
ン
に
関
係
の

な
い
作
物
や
技
術
は
捨
象
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
江
翫
地
方
の
商
業
的
農
業
で
重
要
な
地
位
を
占
め
る
棉
作
は
全
く
問
題
と
さ
れ
な
い
。
畑
作
に

お
い
て
も
『
補
農
書
』
に
見
る
如
く
、
経
営
方
針
に
よ
っ
て
は
各
種
作
物
が
商
贔
た
り
得
る
に
も
拘
ら
ず
、
運
転
地
法
の
記
述
は
、
水
稲
と
桑
、

麦
、
菜
種
に
限
ら
れ
る
。
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『
沈
疑
農
書
』
は
、
農
作
、
桑
・
養
蚕
・
絹
織
、
牧
畜
・
醸
造
の
各
部
門
の
記
述
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
単
位
部
門
ご
と
に
、
独
自
に
貨

幣
換
歯
し
て
収
支
計
算
が
示
さ
れ
て
い
る
。
長
房
の
飯
米
に
は
当
然
自
家
生
産
物
を
充
て
る
が
、
こ
れ
も
一
応
貨
幣
に
換
箕
し
て
収
支
が
計
算

さ
れ
る
。
絹
織
用
の
原
料
生
糸
も
、
豚
の
肥
育
用
の
飼
料
も
、
全
て
が
貨
幣
換
箪
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
　
一
見
す
る
と
こ
れ
ら
は
独
立
し
た
経

営
プ
ラ
ン
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
粕
取
焼
酎
の
醸
造
は
、
四
〇
〇
〇
勉
の
搾
り
粕
で
、
豚
六
頭
を
飼
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
家
畜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
く

飼
育
全
体
も
、
八
～
九
〇
〇
担
の
肥
料
を
得
て
、
こ
れ
ま
で
人
糞
や
牛
糞
の
購
入
の
た
め
に
費
さ
れ
て
い
た
四
～
五
〇
〇
人
工
の
労
働
を
省
略

し
、
水
稲
と
桑
の
栽
培
を
合
理
化
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
　
『
沈
氏
農
書
』
は
、
各
経
営
部
門
ご
と
に
独
立
し
た
記
述
を
持
っ
て
い
る

が
、
量
的
に
も
斉
一
性
を
持
っ
た
経
営
体
も
し
く
は
経
営
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
同
時
に
生
産
関
係
の
面
で
も
、
古
鵬
氏
も
言
わ

れ
る
と
お
り
、
魚
篭
綱
を
一
部
で
採
用
し
て
は
い
る
が
、
農
耕
で
も
絹
織
で
も
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
長
短
の
雇
傭
労
働
を
用
い
て
直
接
経

営
を
す
る
経
営
体
と
し
て
、
一
貫
性
を
保
っ
て
い
る
。
　
『
沈
氏
農
書
』
は
、
一
個
の
経
営
体
・
若
く
は
経
営
。
フ
ラ
ン
を
軸
に
書
か
れ
て
い
る
と

い
う
意
味
で
も
、
経
営
農
書
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
二
重
に
経
営
農
書
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
『
沈
氏
農
書
』
は
、
歴
代
の
農
書
の
中
で
も
、
希
有
な
存
在
で
あ
る
。
「
官

農
書
」
に
近
い
王
禎
の
『
農
書
』
や
『
農
政
全
書
』
な
ど
は
論
外
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
体
系
性
を
持
っ
た
明
清
農
書
は
、
　
『
便
民
図
鑑
』

『
馬
首
農
言
』
に
せ
よ
、
　
『
斉
民
四
悪
』
に
せ
よ
、
大
な
り
小
な
り
あ
ら
ゆ
る
作
物
と
あ
ら
ゆ
る
農
具
を
列
挙
し
た
網
羅
主
義
・
街
学
主
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

脱
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
、
　
『
興
野
農
書
』
の
経
営
に
沈
潜
し
た
記
述
方
針
は
、
　
「
民
農
書
」
の
開
花
す
る
明
清
時
代
に
あ
っ
て
も
、
異

色
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
『
補
農
書
』
は
、
張
誤
写
ら
、
い
さ
さ
か
の
謙
遜
を
こ
め
て
言
う
よ
う
に
、
　
『
沈
着
農
書
』
に
対
す
る
補
遺
の
位
置
に
あ
る
。

そ
こ
に
は
『
沈
氏
農
書
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
梅
島
か
ら
魚
に
至
る
各
種
楢
茸
が
入
念
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
な
り
に
興
味
深
い

資
料
を
提
示
し
て
く
れ
る
。
し
か
レ
、
こ
れ
ら
は
個
劉
的
な
経
営
に
即
し
て
技
術
と
経
営
の
諸
問
題
を
論
ず
る
『
芸
評
農
書
』
に
と
っ
て
、
本

来
不
必
要
な
記
述
で
あ
っ
た
。
経
営
的
に
み
て
も
、
　
『
補
農
書
』
は
、
各
種
経
営
方
式
、
各
種
生
産
関
係
の
並
列
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
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明末清初の一農業経営（足立）

て
の
斉
一
性
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
う
し
た
特
色
よ
り
し
て
、
　
『
沈
氏
農
書
』
の
地
方
的
・
個
洌
的
性
格
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
個
別
的
な
経
営
農
書
で
あ
る

が
故
に
こ
そ
、
　
『
平
氏
農
書
』
は
、
明
末
清
初
期
に
お
け
る
長
江
下
流
域
地
方
の
農
業
経
営
を
分
析
す
る
素
材
と
し
て
、
諸
農
書
の
中
で
も
、

と
り
わ
け
優
れ
た
価
値
を
有
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
本
稿
は
、
　
『
沈
黒
農
書
』
を
中
心
に
、
　
『
補
農
書
』
を
補
助
資
料
と
し
て
扱
い
、
沈
氏
の

農
業
技
術
と
農
業
経
営
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
運
田
地
法
春
月
甕
地
（
以
下
各
項
の
表
題
は
、
各
項
の
冒
頭
の
一
句
を
以
て

　
示
す
。
テ
キ
ス
ト
は
概
ね
『
楊
園
先
生
全
集
』
本
に
よ
る
。
）

　
　
溶
明
辺
。
再
澆
人
糞
。
謂
之
撮
桑
。
澆
一
銭
。
多
二
週
目
葉
。
勢
桑
畢
。
再
澆

　
人
糞
。
謂
之
謝
桑
。
澆
｝
銭
。
多
一
銭
之
葉
。
毫
堅
磐
本
。
落
得
桑
好
。

②
　
以
上
本
稿
第
三
善
書
二
節
参
照
。

③
　
『
楊
園
先
生
全
集
』
本
に
よ
り
、
各
項
の
配
列
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
な
お
、
桑
へ
の
施
肥
を
中
心
に
説
く
第
六
項
～
第
八
項
が
『
楊
園
先
生
全
集
』
本

　
で
は
桑
の
管
理
に
続
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
　
『
学
海
類
編
』
本
で
は
、
肥
料

　
確
保
総
論
の
後
に
附
さ
れ
、
一
層
論
理
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
各
種
栽
培
技
術
〕
　
0
水
田
耕
起
、
1
水
稲
作
総
論
、
2
稲
の
品
種
選
択
、
3
麦

　
作
、
4
桑
園
管
理
、
5
桑
の
管
理
、
6
肥
料
購
入
、
7
桑
園
肥
培
［
総
論
、
8
牛
糞

二
　
集
約
的
小
農
法
の
発
展
段
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
、
沈
瓜
の
農
業
の
技
術
的
側
面
を
概
観
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
田
畑
の
耕
作
で
は
、
施
肥
が
一
番
重
要
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、

　
人
糞
施
用
法
、
9
桑
へ
の
簿
泥
、
1
0
桑
を
括
る
縄
、
1
1
天
候
と
農
作
業
配
置

　
〔
肥
培
論
〕
　
1
2
肥
料
確
保
法
、
1
3
各
種
肥
料
の
効
用

　
〔
労
働
力
等
〕
　
1
4
農
作
業
の
適
期
と
労
働
効
率
、
1
5
窟
代
作
り
、
1
6
労
働
力
管
理

　
〔
水
利
〕
　
1
7
水
害
の
応
急
策
、
1
8
好
岸
修
理

　
〔
経
営
〕
　
1
9
集
約
的
農
法
の
利
得
、
2
0
蔵
接
経
営
方
式
の
得
失

　
　
苗
代
作
り
が
唐
突
な
位
置
に
在
る
外
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

④
官
農
書
と
民
農
書
に
つ
い
て
は
、
能
代
幸
雄
氏
「
ア
ジ
ア
農
業
の
原
流
」
『
ア

　
ジ
ア
経
済
』
六
i
三
　
一
九
穴
五
年
（
『
ア
ジ
ア
的
畏
法
と
農
業
社
会
』
所
収
）
。

　
後
で
『
沈
氏
農
霞
』
と
比
較
す
る
陳
勢
の
『
濃
書
』
を
、
『
要
説
』
雑
説
と
と
も

　
に
、
氏
は
民
農
書
の
皮
切
り
と
さ
れ
る
。

『
沈
氏
農
書
』
の
農
業
技
術
の
中
で
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
施
肥
で
あ
り
、

お
よ
そ
水
稲
作
は
、
総
じ
て
「
糞
多
力
勤
」
の
四
字
を
出
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
り
わ
け
基
肥
が
重
要
で
あ
る
。
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と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
全
て
の
農
作
業
の
基
軸
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
品
種
の
選
択
に
際
し
て
も
、
施
肥
が
簡
単
か
、
多
肥
を
投
下
し
て
も
害
が
無
い
か
ど
う
か
は
、
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
鎚
起
や
水
の
管

理
も
、
施
肥
と
の
関
連
が
深
い
。
当
時
の
多
細
農
法
の
展
開
は
、
経
済
力
の
弱
い
経
営
で
の
肥
料
不
足
と
と
も
に
、
対
極
で
の
肥
料
過
剰
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
徒
長
・
収
穫
不
良
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
、
基
肥
の
重
視
と
と
も
に
、
深
耕
と
水
落
と
し
の
励
行
が
主
張
さ
れ
る
。
深
耕
す

れ
ば
、
肥
料
は
土
深
く
入
っ
て
根
は
深
く
な
り
、
苗
が
強
く
な
っ
て
、
追
肥
を
多
く
す
れ
ば
健
康
な
人
が
美
食
す
る
如
く
、
大
が
ら
な
人
が
大

酒
を
飲
む
如
く
、
被
害
は
無
い
と
言
う
。
水
落
と
し
は
根
を
強
く
す
る
の
で
、
苗
は
肥
料
分
に
耐
え
、
風
で
倒
れ
る
心
配
も
無
く
な
る
と
言
う
。

可
能
な
限
り
多
く
肥
料
を
投
じ
よ
う
と
す
る
態
度
と
と
も
に
、
耕
起
や
水
落
と
し
が
、
肥
料
効
果
と
の
関
連
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

か
る
。
ま
た
基
肥
は
、
水
害
や
畢
害
に
対
す
る
抵
抗
力
を
付
け
る
上
で
も
、
そ
の
役
割
は
重
要
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
施
肥
は
各
種
農
作
業
の
文
字
ど
お
り
要
で
あ
っ
た
。
　
「
磐
田
地
法
」
の
う
ち
、
施
肥
専
論
部
分
は
勿
論
、
他
の
農
作
業
部
分

で
も
、
施
肥
は
常
に
考
慮
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
り
、
前
文
を
加
え
て
全
体
一
二
項
の
う
ち
、
少
し
で
も
肥
料
や
施
肥
に
ふ
れ
る
も
の
は
二
〇
項

　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
達
す
る
。
ま
た
施
肥
重
視
の
農
業
か
ら
、
精
密
な
肥
料
理
論
が
生
ま
れ
た
。
水
稲
追
肥
時
期
に
関
す
る
適
切
な
指
摘
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

各
肥
料
ご
と
の
肥
料
効
果
の
現
わ
れ
方
へ
の
理
解
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
施
肥
は
『
沈
氏
農
書
』
の
、
一
方
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　
多
肥
と
と
も
に
特
徴
的
な
の
が
手
耕
具
に
よ
る
徹
底
し
た
深
耕
で
あ
る
。
多
肥
投
下
に
耐
え
、
徒
長
を
避
け
て
多
難
を
実
現
す
る
た
め
に
、

深
耕
は
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
耕
深
が
浅
く
、
反
転
機
能
が
少
な
い
畳
床
梨
に
代
っ
て
、
沈
吟
は
鉄
塔
（
所
謂
日
本
の
備
中
）
を
用
い
て
二
層

　
　
　
　
　
　
⑩

三
層
と
深
耕
す
る
。
こ
れ
は
一
能
当
り
二
日
の
労
働
を
要
す
る
。
し
か
も
、
麦
の
収
穫
・
苗
代
作
り
・
田
植
え
・
加
え
て
養
蚕
と
、
農
作
業
の

幅
議
す
る
旧
暦
四
月
前
後
は
、
　
一
つ
の
労
働
ピ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
一
部
で
は
裏
作
に
菱
や
菜
種
を
栽
培
す
る
も
の
の
、
全
面
的
に
は
二
毛
作

　
　
　
⑪

を
行
わ
ず
、
沈
氏
は
水
田
の
耕
起
と
打
ち
返
し
を
正
月
か
ら
三
月
へ
拡
散
さ
せ
、
農
作
業
の
集
中
を
避
け
、
か
つ
土
壌
の
通
律
を
計
っ
て
お
り
、

同
時
に
短
工
の
使
用
で
労
働
ピ
ー
ク
を
乗
り
切
り
、
徹
底
し
た
深
耕
に
専
念
し
て
い
る
。
手
耕
は
後
退
的
技
術
で
は
な
く
、
ま
し
て
沈
氏
に
大

型
家
畜
を
飼
育
す
る
経
営
力
が
な
い
の
で
も
な
い
。
沈
氏
の
経
営
に
と
っ
て
、
手
耕
は
当
面
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
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集
約
農
法
の
発
展
は
、
中
耕
除
草
に
も
見
ら
れ
る
。
桑
園
管
理
の
た
め
に
通
年
的
な
草
削
り
が
実
施
さ
れ
る
外
、
王
禎
『
農
書
』
で
江
漸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

新
制
と
し
て
初
め
て
伝
え
ら
れ
た
盈
を
含
め
、
水
稲
作
で
年
四
圓
の
中
耕
除
草
が
実
施
さ
れ
る
。
田
植
え
の
後
二
〇
日
前
後
で
除
草
が
始
ま
る

⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
く

が
、
小
暑
か
ら
立
秋
ま
で
の
三
〇
日
ば
か
り
の
間
に
、
龍
骨
車
に
よ
る
灌
概
排
水
・
介
殻
虫
取
り
な
ど
と
並
行
し
て
、
一
報
当
り
○
・
五
人
工
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

要
す
る
作
業
が
四
回
な
さ
れ
、
四
月
期
と
と
も
に
、
六
月
も
一
つ
の
労
働
ピ
ー
ク
を
形
成
し
、
　
「
上
農
夫
」
一
人
当
り
同
一
〇
畝
と
い
う
当
時

　
　
⑮

の
水
準
を
規
定
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
た
。
沈
氏
は
こ
の
ピ
ー
ク
を
、
二
月
三
月
期
に
短
工
を
予
約
し
て
お
い
て
四
月
の
ピ
ー
ク
を
切
り
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

け
た
の
と
同
様
、
短
期
の
雇
傭
労
働
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
早
め
早
め
の
農
作
業
で
作
業
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
切
り
抜
け
、

集
約
的
農
法
を
貫
い
て
い
る
。

　
精
作
は
水
の
管
理
に
も
見
ら
れ
る
。
田
植
え
の
時
の
車
水
は
勿
論
で
あ
る
が
、
　
『
沈
降
農
書
』
で
は
、
立
秋
前
の
水
落
と
し
、
立
秋
後
の
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

度
の
水
当
て
が
必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
重
力
灌
概
に
よ
る
日
本
と
は
違
い
、
長
江
下
流
域
地
方
で
の
水
の
精
密
な
日
常
的
管
理
は
困
難
な

作
業
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
沈
氏
も
雷
う
よ
う
に
、
根
の
張
り
を
深
く
し
て
稲
を
強
く
し
、
多
肥
に
耐
え
さ
せ
る
と
同
時
に
、
肥
料
の
分
解

を
早
め
肥
効
を
高
め
る
上
で
も
効
果
が
大
き
く
、
沈
氏
は
こ
れ
を
励
行
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
集
約
農
業
の
水
準
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
作
業
の
適
切
な
分
散
と
労
働
力
の
確
保
を
必
要
と
す
る
。
水
田
耕
起
が

正
月
～
三
月
に
分
散
さ
せ
ら
れ
る
ほ
か
、
稲
の
品
種
で
も
早
稲
と
普
通
種
が
相
半
ば
し
て
用
い
ら
れ
、
作
業
の
集
中
を
避
け
る
効
果
を
生
ん
で

　
⑱
い
る
。
三
月
事
宜
を
み
る
と
、
農
繁
期
で
あ
る
四
～
八
月
期
と
一
〇
月
を
除
い
て
肥
料
運
び
と
箭
泥
（
河
泥
に
よ
る
客
土
）
が
な
さ
れ
、
桑
の

管
理
と
合
わ
せ
て
、
集
約
的
農
法
は
通
年
的
な
農
作
業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
農
作
業
の
集
中
す
る
時
期
の
集
約
的
農
法
実
行
は
、
さ

き
の
短
工
の
使
用
が
、
こ
れ
を
保
障
し
た
。

　
『
沈
氏
農
書
』
の
農
業
技
術
は
、
多
肥
投
下
を
海
瀬
と
し
た
深
耕
精
作
の
集
約
的
農
法
で
あ
る
。
か
か
る
集
約
的
小
農
法
へ
の
方
向
性
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

既
に
聖
代
よ
り
見
ら
れ
る
。
沈
吟
の
技
術
を
、
陳
再
『
農
書
』
の
そ
れ
と
比
べ
よ
う
。
墓
畔
『
農
書
』
は
宋
代
を
代
表
す
る
農
書
で
あ
り
、
か

つ
『
沈
思
農
書
』
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
王
禎
『
農
書
』
や
『
農
政
全
書
』
な
ど
に
比
し
て
、
西
山
卜
居
金
真
子
と
い
う
著
者
の
号
も
示
す

47　（47）



よ
う
に
、
民
農
書
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
。
し
か
も
そ
れ
は
、
農
業
の
経
営
的
側
面
に
も
関
心
を
払
っ
て
お
り
、
　
『
沈
氏
農
書
』
段
階
と
の
比

較
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
こ
に
は
、
沈
氏
が
論
及
す
る
人
糞
・
牛
糞
・
豚
糞
・
羊
糞
・
蚕
糞
・
導
者
・
大
豆
や
菜
種
の
絞
り
粕
・
ご
み
芥
・
緑
肥

・
灰
等
の
肥
料
の
う
ち
の
殆
ん
ど
が
既
に
登
揚
し
て
い
る
。
磁
器
之
宜
編
を
初
め
、
善
其
根
面
編
・
六
種
着
意
編
・
耕
馬
之
宜
編
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
施
肥
は
陳
磐
段
階
の
農
業
技
術
の
中
心
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
農
耕
が
行
わ
れ
「
深
耕
易
辮
」
は
、
陳
婁
『
農
書
』
の

ス
p
ー
ガ
ソ
の
一
つ
で
あ
る
。
田
植
え
が
な
さ
れ
、
中
耕
除
草
が
入
念
に
実
施
さ
れ
、
水
田
二
毛
作
も
始
っ
て
い
る
。
　
『
沈
氏
農
書
』
段
階
の

精
作
農
業
の
骨
格
は
既
に
作
ら
れ
て
い
る
。

　
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
陳
婁
と
沈
氏
の
精
作
の
間
に
は
経
営
的
な
面
を
暫
く
捨
象
し
て
も
、
明
瞭
な
相
違
が
存
在
す
る
。
施
肥
を
と
っ
て

み
て
も
、
そ
の
肥
料
種
類
の
豊
富
さ
の
反
面
、
陳
雍
の
施
用
方
法
は
零
細
で
あ
る
。
掃
除
の
土
、
群
言
の
灰
か
ら
脂
汁
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
余
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

物
を
糞
屋
に
畜
積
・
腐
敗
さ
せ
る
肥
料
製
造
法
は
入
念
を
極
め
る
。
だ
が
反
面
そ
れ
は
肥
料
の
自
給
性
・
零
細
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
牛
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

羊
か
ら
鹿
や
狐
に
至
る
動
物
糞
の
適
性
の
指
摘
は
、
そ
の
施
肥
へ
の
意
欲
を
認
め
た
と
し
て
も
、
寧
ろ
そ
の
非
現
実
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
輩
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
多
肥
は
、
自
給
の
枠
内
で
処
理
で
き
る
程
度
の
多
肥
で
あ
っ
た
。
鉄
塔
は
、
農
書
に
現
わ
れ
る
の
は
王
禎
を
以
て
矯
矢
と
し
て
も
、
遅
く
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

も
南
宋
で
は
、
相
当
完
成
し
た
形
で
存
在
し
て
い
た
。
だ
が
主
命
の
耕
起
の
主
力
は
牛
に
在
り
、
従
っ
て
家
畜
の
飼
育
も
、
耕
起
用
の
牛
が
主

体
と
な
っ
て
お
り
、
肥
料
獲
得
を
主
眼
と
す
る
沈
氏
の
豚
や
羊
の
飼
育
と
は
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
陳
婁
の
深
耕
と
は
、
せ
い
ぜ
い
長
床
型
・

が
実
現
し
得
る
程
度
の
深
耕
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　
か
か
る
技
術
段
階
を
端
的
に
示
す
の
が
陳
露
の
地
力
観
で
あ
る
。
土
地
は
三
年
か
五
年
耕
作
す
れ
ば
地
力
が
落
ち
て
使
い
物
に
な
ら
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
と
い
う
俗
説
に
対
し
て
、
肥
料
と
新
し
い
土
を
用
い
る
な
ら
ば
地
力
は
再
生
産
さ
れ
る
と
、
陳
婁
は
主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
自
給
肥
料
の
零

細
な
が
ら
も
入
念
な
投
下
と
、
牛
痘
に
よ
る
さ
ほ
ど
深
く
は
な
い
が
全
面
的
な
耕
起
に
よ
っ
て
地
力
回
復
を
図
り
、
安
定
し
た
土
地
利
用
を
な

す
経
営
法
が
、
次
第
に
有
力
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
農
法
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
沈
氏
は
、
購
入
若
く
は
家
畜
の
多
頭
飼
育
に
よ
っ
て
大
量
に
肥
料
を
投
入
し
、
手
耕
具
に
よ
る
深
耕
等
の
新
し
い
技
術
と
、
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労
働
ピ
ー
ク
を
解
消
す
る
自
在
な
短
；
山
窟
で
、
こ
れ
を
支
え
て
い
る
。
伝
統
的
に
集
約
的
な
中
国
農
法
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
集
約
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

「
小
農
的
農
法
」
は
、
富
裕
な
経
営
を
把
え
る
ま
で
に
優
位
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
肥
料
や
労
働
力
の
購

入
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
社
会
的
分
業
の
発
展
で
あ
る
。
宋
か
ら
明
末
清
初
へ
の
農
業
発
展
は
、
単
な
る
多
毛
作
化
の
進
行
で
も
、
技
術
の
零

細
経
営
へ
の
普
及
で
も
な
い
。

　
①
　
沈
氏
の
農
業
技
術
に
つ
い
て
は
天
野
元
之
助
氏
の
『
中
國
農
業
史
研
究
』
第
二
　
　
　
　
⑧
　
尊
霊
地
法
　
種
田
解
法

　
　
編
第
一
章
　
水
稲
作
技
術
の
展
開
　
明
代
の
水
稲
作
法
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
接
力
。
須
在
処
越
後
苗
倣
胎
時
。
在
苗
色
正
黄
之
蒔
。
如
苗
色
不
黄
。
断
不

　
②
　
運
田
地
法
　
種
田
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
下
接
力
。
到
底
不
黄
。
到
底
不
可
下
也
。

　
③
　
運
田
地
法
　
種
田
之
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
運
田
地
法
　
種
田
地

　
④
　
運
田
地
法
　
稲
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
糞
力
旺
。
牛
糞
力
長
。
不
可
偏
廃
。

　
　
　
稲
種
以
早
白
稲
為
上
。
只
肥
甕
不
易
調
停
。
少
甕
不
長
。
山
導
又
損
苗
。
倶
喜
　
　
　
　
　
　
ま
た
「
羊
機
宜
於
地
」
に
は
、

　
　
其
米
粒
粗
硬
而
多
難
。
所
宜
多
種
。
刈
稲
能
耐
水
皐
。
多
量
不
害
。
只
伯
霜
早
。
　
　
　
　
　
　
羊
塾
翼
翼
地
。
青
墨
宜
於
田
。
灰
墨
望
地
。
為
其
剥
製
。
灰
宜
墨
田
。
取
其
懸

　
　
米
不
円
満
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涯
。

　
⑥
運
田
地
法
種
田
之
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
運
田
地
法
古
称

　
　
　
無
力
之
家
。
既
苦
少
垂
薄
収
。
糞
多
量
家
。
毎
患
買
継
穀
枇
。
究
其
根
源
。
総
　
　
　
　
　
　
古
称
。
深
耕
易
縛
。
以
知
田
地
全
要
墾
深
。
切
不
可
貧
陰
雨
聞
工
。
須
要
晴
明

　
為
塾
緻
苗
之
故
。
而
苑
要
之
法
。
一
鎖
墾
倒
極
深
。
深
則
雲
気
深
入
土
中
。
徐
徐

　
討
力
。
且
根
派
深
遠
。
苗
幹
心
荘
実
。
可
耐
水
早
。
縦
強
力
薄
。
添
原
来
甕
力
可

　
以
支
持
。
即
再
単
組
。
磐
如
健
人
善
飯
。
量
高
多
飲
。
蓮
台
師
事
。
此
為
第
一

著
。
一
在
多
下
蟄
底
。
蟄
底
多
。
播
下
便
興
旺
。
到
了
立
秋
。
葱
已
長
足
。
獲
力

　
已
尽
。
幹
必
老
。
色
入
黄
。
接
見
愈
多
愈
好
。
一
鍵
穴
月
内
乾
過
｝
番
。
則
土
実

　
根
牢
。
苗
身
堅
老
。
堪
勝
二
階
。
而
無
顛
倒
之
患
。

⑥
運
田
地
法
種
田
之
法

　
　
二
種
田
総
不
出
糞
多
力
勤
四
字
。
而
塾
底
尤
為
緊
要
。
疑
念
多
則
雛
遇
水
大
。

　
而
苗
背
参
長
野
面
。
不
盃
演
没
。
遇
早
年
。
難
種
遅
。
易
於
発
作
。

⑦
「
秩
田
レ
「
倣
工
之
法
」
は
箭
泥
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
に
過
ぎ
な
じ
が
、

　
全
く
ふ
れ
な
い
の
は
桑
を
括
る
縄
に
つ
い
て
の
項
の
み
で
あ
る
。

　
天
気
。
二
三
層
起
深
。
毎
工
止
墾
半
畝
。
倒
六
七
分
。

　
　
ま
た
「
墾
地
」
に
も

　
　
墾
地
。
須
三
冬
至
之
前
。
取
其
冬
月
厳
寒
。
風
日
凍
晒
。
必
照
墾
田
法
。
二
三

溜
目
深
。

　
　
二
層
三
層
と
深
耕
し
て
、
一
労
働
日
当
り
○
・
五
畝
と
い
う
能
率
か
ら
し
て
、

　
こ
れ
は
鉄
塔
に
よ
る
耕
起
で
あ
る
。
濃
墨
『
松
江
調
車
憲
』
巻
五
　
彊
域
志
　
風

　
俗
は
、
鉄
塔
に
よ
る
耕
起
の
能
率
を
一
労
働
日
当
り
一
幅
と
い
う
。

　
　
刀
耕
之
法
。
一
状
一
思
。
以
廻
漕
幹
根
為
準
。
一
軍
去
雛
型
。
三
鋤
去
根
六
。

　
所
謂
三
鉄
塔
六
稲
幹
。
如
此
来
而
復
往
。
一
人
叉
鋤
一
畝
。

⑪
　
逐
月
事
宜
に
よ
る
と
、
沈
氏
は
水
田
の
自
愛
を
正
月
に
、
打
ち
返
し
を
二
月
目

　
三
月
に
行
っ
て
い
る
。
本
章
注
⑩
に
よ
る
と
清
明
の
頃
で
あ
る
。
さ
ら
に
太
湖
に
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近
い
湖
州
で
は
、
麦
作
は
な
い
と
『
補
農
書
』
は
言
う
（
補
農
書
後
　
麦
秩
）
。

⑫
王
禎
『
畏
書
』
巻
十
三
紙
盈

⑬
　
運
田
地
法
　
種
田
之
法

　
　
蓋
播
下
須
二
十
日
。
方
可
下
田
抜
草
。
…
…
若
僧
時
燃
草
生
理
。
則
草
未
生
而

　
黄
口
長
。
不
消
二
十
日
。
便
可
思
草
。
箪
少
工
省
。

⑭
運
田
地
法
種
田
之
法

　
　
小
暑
後
。
到
立
秋
。
黙
過
三
十
余
罠
。
鋤
盈
紙
四
番
生
活
（
鋤
二
。
愚
一
。
紙

　
一
）
。
均
幻
議
定
。
総
之
不
可
免
。
転
得
上
前
為
愈
也
。

　
　
粟
田
地
法
　
倣
工
州
法

　
　
倣
工
之
法
。
旧
規
毎
工
種
田
一
畝
。
鋤
盈
芸
重
工
二
畝
。

⑮
　
こ
れ
は
当
瞼
｝
般
に
言
わ
れ
た
雷
曲
茶
で
あ
る
が
、
　
『
補
農
書
』
総
論
　
佃
戸

　
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
吾
里
田
地
。
上
農
夫
一
人
。
止
能
治
十
畝
。

　
　
侭
し
、
経
営
概
念
で
あ
る
「
上
農
」
と
は
違
い
、
「
上
農
夫
」
と
は
労
働
力
の

　
概
念
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

⑬
運
田
地
法
種
田
之
法

　
　
個
猛
蒔
先
有
宿
草
。
得
肥
溜
興
。
秋
未
見
活
。
若
草
已
満
。
抜
書
費
力
。
此
俗

　
所
謂
畝
三
工
。
若
播
時
抜
草
先
浄
。
剤
草
未
生
而
苗
已
長
。
不
消
二
十
日
。
便
可

　
抜
草
。
草
少
工
省
。
此
俗
所
謂
工
三
畝
。
只
此
両
語
。
量
不
較
然
。
況
又
有
水
旱

　
不
時
。
憲
章
不
暇
。
須
預
喚
月
工
。
多
聯
繋
工
。
携
先
躍
起
。

　
　
ま
た
　
逐
月
事
宜
二
月
置
備
　
参
照
。

⑰
　
運
田
地
法
　
種
田
之
法

　
　
立
秋
辺
。
野
面
乾
。
或
紙
乾
。
必
要
田
乾
縫
裂
卑
下
。
古
人
云
。
六
月
不
乾

　
田
。
無
智
莫
聖
天
。
惟
此
一
乾
。
無
根
派
深
遠
。
苗
幹
蒼
老
。
結
秀
成
実
。
水
県

　
不
能
為
業
奥
。
乾
在
立
秋
前
。
便
多
罪
。
乾
幾
日
不
妨
。
屯
在
立
秋
後
。
縄
裂

　
縫
。
便
要
車
水
。
蓋
処
暑
正
倣
胎
。
此
特
不
可
欠
水
。
古
云
。
処
暑
根
頭
白
。
農

　
夫
吃
一
嚇
。

⑱
　
運
田
地
法
播
種

　
　
其
余
稲
色
。
好
　
不
同
。
総
無
如
黄
白
二
種
。
所
宜
対
線
均
種
。
以
便
次
第
収

　
研
。
不
致
忙
促
。

　
　
逐
月
事
宜
で
は
、
早
稲
が
九
月
に
、
普
通
種
が
十
月
に
収
穫
さ
れ
て
い
る
。

⑲
　
陳
勢
『
農
書
㈱
に
就
い
て
は
、
天
野
元
之
助
【
絶
版
の
『
農
書
』
と
水
稲
作
技

　
術
の
展
開
」
上
・
下
『
東
方
学
報
』
京
都
一
九
、
二
｝
　
一
九
五
〇
年
五
二
年
。

⑳
　
陳
勢
『
機
書
』
糞
照
之
無
難

　
　
凡
農
居
語
側
。
必
醗
糞
屋
。
低
為
鰺
橿
。
以
避
風
雨
瓢
浸
。
膝
撃
露
星
月
。
亦

　
不
肥
夷
。
糞
屋
之
中
。
盤
為
深
池
。
甕
以
壇
麗
。
勿
使
滲
漏
。
凡
掃
除
之
土
。
焼

　
燃
之
灰
。
簸
揚
之
糠
枇
。
断
簗
落
葉
。
積
而
焚
之
。
沃
以
糞
溜
。
積
之
既
久
。
不

　
覚
其
多
。

⑳
陳
勢
『
漫
書
』
糞
田
之
宜
編

⑳
王
禎
『
農
書
』
巻
十
三
　
鉄
塔

働
　
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
一
期
論
調
初
「
江
蘇
揚
州
附
近
出
土
的
宋
代
鉄
農

　
具
」

⑳
　
陳
勢
『
登
営
駈
糞
田
之
宜
編

　
　
或
謂
。
土
鰍
則
草
木
不
長
。
気
衰
則
生
物
不
遂
。
凡
田
土
種
三
五
年
。
其
ヵ
已

　
乏
。
斯
語
殆
不
然
也
。
是
来
深
思
也
。
若
潜
時
加
新
沃
之
土
壌
。
尊
称
治
之
。
則

　
益
精
熟
肥
美
。
其
力
当
常
新
壮
夷
。
何
傲
何
並
等
有
。

㊧
　
大
農
的
農
法
と
小
餅
的
農
法
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
懸
一
郎
「
中
国
に
お
け
る
律

　
令
制
と
社
会
構
成
」
　
『
歴
史
学
研
究
』
｝
九
七
六
年
大
会
報
告
別
冊
。
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三
　
商
業
的
農
業
の
発
展
と
剰
余
の
追
求

明末清初の一農業経営（足立）

D
商
業
的
農
業

　
（
　
前
章
で
は
、
技
術
的
側
面
を
中
心
に
、
深
耕
と
多
肥
を
基
軸
と
し
、
通
年
的
な
精
作
に
よ
っ
て
、
集
約
的
な
農
法
を
徹
底
し
、
土
地
生
産
性

を
追
求
す
る
沈
残
の
農
業
を
み
た
。
続
い
て
本
章
で
は
、
墨
跡
の
農
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
と
剰
余
と
い
う
経
営
の
側
面
に
つ
い
て
考
察
し

よ
う
。
ま
ず
前
提
と
な
る
商
業
的
農
業
（
販
売
の
た
め
の
農
業
）
の
発
展
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
沈
氏
の
経
営
の
商
業
化
は
、
商
業
的
農
業
発
展
の
指
標
で
あ
る
二
化
（
単
作
化
へ
の
接
近
）
に
見
ら
れ
る
。
　
『
沈
氏
農
書
』
に
は
、
従
来
の
諸

農
書
に
見
ら
れ
る
総
合
的
自
給
性
確
保
の
視
点
は
な
い
。
　
「
運
田
地
法
」
の
記
述
は
、
水
田
に
つ
い
て
み
る
と
、
稲
作
と
一
部
で
な
さ
れ
る
裏

作
と
し
て
の
麦
・
菜
種
の
栽
培
に
向
け
ら
れ
、
畑
で
あ
る
地
と
は
、
無
条
件
で
桑
畑
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
桑
畑
で
豆
や
玉
菜
類
を
栽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

饗
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
遅
れ
た
収
穫
の
少
い
形
態
と
し
て
『
補
農
書
』
も
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
沈
氏
は
、
桑
を
無
帽
式
の
「
楼
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

様
」
仕
立
て
に
よ
っ
て
、
少
め
に
植
え
て
も
、
一
畝
当
り
二
〇
〇
本
栽
培
す
る
こ
と
を
奨
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
冬
期
に
桑
の
細
根
を
切
る
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
耕
起
と
入
念
な
打
ち
返
し
が
行
わ
れ
、
施
肥
と
通
年
的
な
箭
泥
・
中
耕
除
草
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
沈
氏
の
経
営

で
は
、
桑
は
完
全
に
間
作
を
排
除
し
て
い
る
。
勿
論
「
願
望
地
法
」
は
、
沈
埋
の
農
業
の
う
ち
の
経
営
的
に
重
要
な
部
門
だ
け
を
述
べ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
栽
培
品
目
の
存
在
す
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
逐
月
事
宜
で
は
、
豆
や
芋
の
作
付
け
時
期
が
指
定
さ
れ
て

い
る
・
だ
が
・
桑
の
栽
培
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
景
衣
料
と
し
て
の
難
布
が
購
入
さ
れ
て
い
る
ほ
⑫
「
家
嘗
用
」
を
み
て
も
・
梅
・
奮
　

・
若
蒜
・
大
池
な
ど
の
購
入
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
商
業
的
農
業
へ
の
関
与
は
、
日
常
生
活
品
の
購
入
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
一
方
で
の
か
か
る
水
稲
作
・
養
蚕
へ
の
黒
化
は
、
地
域
的
特
色
も
利
用
し
つ
つ
な
さ
れ
る
他
の
経
営
に
よ
る
諸
生
産
物
の
商
品
化
に
よ
っ
て

補
わ
れ
て
い
る
。
　
『
補
農
書
』
は
、
　
『
沈
氏
農
書
』
に
記
さ
れ
な
か
っ
た
作
物
を
補
う
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
沈
氏

が
経
営
的
に
は
無
視
し
た
作
物
・
沈
残
が
購
入
す
る
作
物
が
、
別
の
経
営
で
は
恒
常
的
な
販
売
の
た
め
の
作
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
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⑤

て
い
る
。
桐
郷
の
特
産
で
あ
る
梅
豆
の
実
る
頃
に
は
商
人
が
や
っ
て
来
て
、
そ
れ
が
租
税
や
業
繋
費
用
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。
沈
氏
の
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
⑨

溢
し
え
麻
も
販
売
目
当
て
に
生
産
さ
れ
た
ほ
か
、
大
根
、
里
芋
の
種
芋
の
販
売
も
伝
え
ら
れ
、
甘
菊
の
栽
培
を
業
と
す
る
者
も
あ
っ
た
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

牛
の
肥
育
を
業
と
す
る
者
ま
で
居
る
外
、
養
魚
業
繋
も
勿
論
有
り
、
そ
れ
ら
が
農
村
内
の
閉
鎖
的
な
市
場
圏
で
な
く
、
安
徽
広
徳
の
里
芋
の
種

芋
が
湖
州
に
、
湖
州
の
魚
が
桐
郷
に
運
ば
れ
、
桐
郷
の
大
根
価
格
が
湖
州
産
と
比
較
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
当
広
範
囲
な
流
通
圏
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
附
録
の
「
策
都
氏
生
業
」
に
お
い
て
、
労
働
力
に
乏
し
い
母
子
家
庭
の
経
営
策
と
し
て
、
水
稲
を
作
ら
ず
、
桑
三
二
、

豆
三
論
、
竹
・
果
樹
各
々
…
　
畝
の
栽
培
、
魚
の
養
殖
と
羊
の
飼
育
を
す
る
の
を
奨
め
て
い
る
の
も
、
か
か
る
農
作
物
の
安
定
し
た
販
売
が
あ
れ

ば
こ
そ
現
実
性
を
持
ち
得
る
為
の
で
あ
る
。
麻
布
を
は
じ
め
と
し
た
日
用
品
の
購
入
や
、
傭
工
の
食
事
に
み
ら
れ
る
魚
や
肉
の
日
常
的
供
給
も
、

沈
氏
と
、
は
経
営
部
門
二
そ
異
れ
商
業
的
農
業
を
営
応
急
の
経
営
の
存
在
を
待
っ
て
、
初
め
て
可
能
と
な
る
。

、
し
か
も
、
沈
氏
の
購
入
し
て
い
る
の
は
、
消
費
資
材
部
分
に
止
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
鋏
・
鋸
な
ど
の
農
具
類
と
同
時
に
、
多
肥
投
下
に
よ

っ
て
土
地
生
産
性
を
高
め
る
農
業
技
術
の
要
請
に
従
っ
て
、
大
量
の
人
糞
・
牛
糞
・
大
豆
粕
等
の
肥
料
が
購
入
さ
れ
る
。
ま
た
肥
料
獲
得
を
目

的
と
す
る
家
畜
の
飼
肥
育
の
た
め
に
も
、
飼
料
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ほ
ど
多
く
は
無
い
と
言
え
麦
作
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
六
畜
の

項
で
は
長
南
か
ら
醸
造
用
大
麦
を
四
〇
担
購
入
す
る
と
有
り
、
こ
れ
は
逐
月
事
宜
五
・
月
置
備
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
蘇
州
か
ら
の
酒
粕

　
　
　
　
　
　
⑫

買
い
も
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
商
業
的
農
業
へ
の
関
与
の
深
さ
を
示
す
の
は
、
羊
の
飼
料
と
し
て
の
枯
草
ま
で
が
、
あ
る
い
は
長
安
の
人
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

契
約
的
売
買
に
よ
り
、
あ
る
い
は
崇
徳
・
桐
郷
整
地
か
ら
の
買
い
入
れ
に
よ
り
、
定
常
的
に
購
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
商
業
的
農
業
の

広
範
な
展
開
を
支
う
べ
き
安
定
し
た
肥
料
・
飼
料
販
売
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
流
通
は
逆
に
販
売
の
た
め
の
購
買
を
行
う
経
営
の
広
が
り

の
大
き
さ
を
推
測
せ
し
め
る
。
小
経
営
に
よ
る
商
業
的
農
業
段
階
調
小
商
晶
生
産
段
階
は
、
高
い
水
準
で
、
少
な
く
と
も
太
湖
南
岸
地
方
に
展

開
し
て
い
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
沈
氏
は
さ
ら
に
他
人
の
労
働
力
を
、
長
工
若
く
は
短
工
の
形
で
購
入
し
て
い
る
。
沈
欝
は
他
人
の
労
働
の
雇
傭
…
に
基
づ
い
て
、
大
量
の
販
売

の
た
め
の
購
買
n
投
資
を
し
て
、
商
業
的
農
業
を
営
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
「
経
営
的
に
窟
風
化
す
る
道
は
な
か
っ
た
し
経
営
体
で
は
な
く
、
そ
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れ
自
体
と
し
て
、
紛
れ
も
な
く
富
農
経
営
で
あ
る
。

　
の
　
労
働
生
産
性
と
剰
余
の
追
求

　
（
　
沈
氏
の
農
業
経
営
は
、
他
人
労
働
を
用
い
て
商
業
的
農
業
を
営
む
小
経
営
”
富
農
経
営
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
労
働
過
程
の
面
な
ど
か
ら
、

も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
、
そ
の
経
営
上
の
特
質
と
課
題
を
分
析
し
よ
う
。

　
前
章
で
は
沈
氏
の
農
業
経
営
が
、
多
肥
と
深
耕
を
基
軸
と
し
、
土
地
生
産
性
の
向
上
を
追
求
す
る
集
約
的
農
業
で
あ
る
こ
と
を
み
た
。
従
来

こ
う
し
た
農
法
は
、
労
働
力
の
浪
費
に
も
と
つ
く
、
利
潤
と
は
無
縁
の
零
細
経
営
に
適
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
家
父
長
螺
規
制
の
根
拠
と
も

さ
れ
た
。
し
か
し
結
論
的
に
言
う
な
ら
、
源
氏
は
土
地
生
産
性
と
同
時
に
労
働
生
産
性
の
向
上
を
も
追
求
し
、
寸
余
の
実
現
を
目
指
て
い
る
。

労
働
効
率
は
、
施
肥
と
並
ぶ
『
沈
氏
農
書
』
の
も
う
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。

　
労
働
生
産
性
に
対
す
る
考
慮
は
、
農
法
上
の
特
質
か
ら
し
て
も
、
最
も
典
型
的
に
施
肥
労
働
に
現
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
沈
氏
自
身
が
取
り
た
て
て
言
う
所
で
は
な
い
が
、
購
入
肥
料
の
使
用
自
体
が
、
肥
料
製
造
の
作
業
を
省
略
し
、
労
働
生
産
性
を
高
め

る
も
の
で
あ
っ
た
。
算
氏
の
経
営
と
同
様
、
集
約
的
農
法
の
徹
底
の
中
で
商
業
的
農
業
を
発
展
さ
せ
た
畿
内
を
中
心
と
す
る
近
世
日
本
の
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

経
営
に
於
い
て
、
干
鰯
や
油
粕
な
ど
の
金
肥
の
使
用
は
、
労
働
生
産
性
向
上
の
主
要
な
柱
で
あ
っ
た
。
陳
再
に
み
ら
れ
た
零
細
入
念
な
、
質
屋

に
よ
る
肥
料
製
造
、
あ
る
い
は
篇
泥
な
ど
に
全
面
的
に
頼
っ
て
い
て
は
、
必
要
量
の
肥
料
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
同
時
に
、
労
働
力
の
浪
費
と

も
な
っ
た
。

　
し
か
も
沈
氏
に
お
い
て
は
、
購
入
肥
料
な
ど
新
し
い
肥
料
の
中
で
も
、
よ
り
労
働
を
省
略
し
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る
肥
料
へ
の
志
向
が
見

ら
れ
る
。

　
買
糞
契
約
を
結
ん
で
人
糞
や
牛
糞
を
買
い
つ
け
る
や
り
か
た
は
、
肥
料
を
ま
と
ま
っ
て
確
保
す
る
便
利
な
方
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
重
氏
の

よ
う
に
大
量
に
確
保
す
る
た
め
に
は
、
附
近
の
心
算
を
一
廻
り
し
た
だ
け
で
は
足
り
な
か
っ
た
。
沈
氏
は
自
分
の
住
む
魚
市
を
離
れ
て
、
遠
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

平
望
や
杭
州
に
ま
で
糞
買
い
に
赴
い
た
。
杭
州
と
な
る
と
、
地
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
直
線
距
離
に
し
て
も
五
〇
キ
ロ
以
上
あ
り
、
こ
の
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わ
か
る
。
こ
の
課
題
を
沈
氏
は
次
の
よ
う
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

　
　
田
畑
の
耕
作
で
は
、
施
肥
が
一
番
重
要
で
あ
る
。
人
糞
は
君
寵
が
旺
盛
で
、

間
を
小
舟
で
人
糞
や
牛
糞
を
運
ぶ
わ
け
で
、
並
み
大
抵
の
作
業
で
は

な
か
っ
た
。
沈
氏
は
「
六
畜
」
の
章
で
、
豚
や
羊
の
飼
育
規
模
と
そ

の
収
支
を
示
し
た
後
、

　
　
試
み
に
さ
き
の
方
法
に
従
っ
て
、
た
く
さ
ん
豚
や
羊
を
飼
う
と
、
一
年

　
で
肥
料
八
～
九
〇
〇
担
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
を
契
約
買
糞
方
式
に
比
べ
る

　
と
、
契
約
牛
二
〇
馬
頭
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
運
搬
の
労
働
四
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
五
〇
〇
人
工
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

と
言
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
お
よ
そ
二
担
当
り
一
日
の
労
働
を
要
し

た
こ
と
に
な
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
水
田
に
は
十
余
担
、
桑
畑
に

至
っ
て
は
数
十
担
の
基
肥
を
施
し
た
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
要
す
る

労
働
た
る
や
彪
大
な
も
の
が
あ
る
。
水
田
の
基
幹
的
農
作
業
に
は
、

耕
起
一
畝
当
り
二
労
働
日
、
打
ち
返
し
一
労
働
日
余
り
、
田
植
え
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

労
働
日
、
中
耕
除
草
二
労
働
日
を
要
し
、
こ
れ
に
収
穫
と
脱
穀
調
整

が
加
わ
る
が
、
そ
れ
ら
に
比
し
て
、
肥
料
二
三
当
り
一
日
の
労
働
を

要
し
た
と
な
る
と
、
肥
料
は
確
保
の
た
め
だ
け
に
、
一
三
当
り
六
～

八
労
働
日
を
費
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
、
施
肥
労
働
の
重
要
性
と
と

も
に
、
労
働
生
産
性
向
上
の
鍵
が
施
肥
の
省
力
化
に
あ
っ
た
こ
と
が

牛
糞
は
肥
力
が
長
持
ち
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
偏
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
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で
契
約
買
糞
は
一
番
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。
但
し
近
年
肥
料
の
値
段
が
高
く
、
労
賃
も
高
く
、
運
搬
に
労
力
が
か
か
り
、
途
中
で
盗
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
全
面
的
に
契
約
買
糞
に
頼
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
豚
や
羊
を
飼
う
の
が
一
番
簡
便
で
あ
る
。

ま
た
続
け
て
沈
氏
は
、

　
　
羊
の
一
年
の
食
料
を
計
箕
す
る
と
、
羊
毛
と
子
羊
か
ら
の
あ
が
り
で
足
り
、
出
費
は
敷
き
草
分
だ
け
で
す
む
か
ら
、
楽
々
と
た
く
さ
ん
肥
料
が
手
に
は
い

　
る
。
豚
を
飼
う
場
合
は
、
昔
は
豚
の
元
手
を
欠
損
し
た
。
も
し
母
豚
も
合
わ
せ
て
飼
う
な
ら
子
豚
の
利
益
で
欠
損
分
を
償
え
る
か
ら
、
も
と
よ
り
元
手
を
損

　
す
る
こ
と
は
な
い
。
羊
の
場
合
は
必
ず
人
を
雇
っ
て
草
を
刈
っ
た
も
の
だ
が
、
冬
と
春
は
作
業
が
ひ
ま
で
、
全
く
食
糧
を
む
だ
に
費
し
た
。
豚
の
場
合
は
必

　
ず
油
粕
を
買
っ
た
の
で
、
時
な
ら
ず
高
か
っ
た
り
安
か
っ
た
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
で
は
、
羊
は
専
ら
粘
葉
や
枯
草
を
食
い
、
豚
は
専
ら
酒
粕
や
麦
を

　
食
う
の
で
、
焼
酎
で
も
ま
た
利
益
が
あ
り
、
も
う
け
が
あ
っ
て
も
損
す
る
こ
と
が
な
い
。
骨
折
ら
ず
し
て
肥
料
が
手
に
は
い
り
、
ま
た
運
搬
の
労
力
が
省
け

　
る
。
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
沈
吟
は
大
量
か
つ
運
搬
不
向
き
な
糞
の
購
入
に
代
え
て
、
家
畜
の
大
量
飼
育
を
主
張
し
て
い
る
。
家
畜
の
た
め
の
飼
料
も
勿
論
購
入
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
が
、
獲
得
さ
れ
る
水
分
を
多
く
含
ん
だ
肥
料
の
量
に
比
し
て
、
購
入
す
べ
き
大
豆
粕
や
酒
粕
な
ど
の
濃
厚
飼
料
は
、
そ
の
量
が

少
な
く
て
す
み
、
ま
た
、
枯
草
に
見
る
如
く
、
商
人
の
方
か
ら
出
向
い
て
販
売
し
て
く
れ
る
場
合
も
あ
っ
て
、
省
力
化
の
上
で
有
効
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
家
畜
の
飼
育
自
身
に
労
力
を
要
す
る
と
は
言
え
、
雌
蝶
の
飼
育
や
醸
造
業
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
営
む
な
ら
、
収
支
計
算
で
み
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

う
に
、
豚
や
羊
の
飼
肥
育
は
、
そ
れ
自
体
が
有
利
な
経
営
部
門
た
り
得
た
。
肥
料
は
ま
る
ま
る
得
す
る
と
い
う
沈
氏
の
主
張
も
う
な
ず
け
る
。

　
労
賃
上
昇
の
下
で
、
安
価
か
つ
省
力
的
な
肥
料
に
対
す
る
志
向
は
、
　
『
補
農
書
』
に
も
み
ら
れ
る
。

　
　
近
年
労
賃
が
高
い
ば
か
り
で
な
く
、
な
ま
け
る
こ
と
も
ま
た
多
く
、
施
肥
が
う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
に
は
、
油
粕
を
使
う
方
法
が
、
労
働
も
肥
料
も
あ
わ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
せ
て
省
け
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
同
様
な
省
力
化
は
、
緑
肥
作
物
の
栽
培
に
よ
っ
て
も
実
現
さ
れ
る
。
施
肥
困
難
化
の
中
で
、
手
管
は
こ
れ
を
も
推
薦
し
て
い
る
。
豚
の
糞
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
豆
粕
・
緑
肥
と
い
う
こ
れ
ら
効
率
の
良
い
肥
料
は
、
　
「
上
農
」
の
三
通
り
の
施
肥
法
と
し
て
、
清
代
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
こ
れ
は
明
清
農
業
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の
発
展
方
向
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

　
他
の
農
作
業
に
於
い
て
も
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
、
労
働
力
の
効
率
的
利
用
は
、
沈
氏
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
田
畑
の
作
業
は
習
い
の
が
効
果
が
あ
る
。
田
植
え
は
時
候
を
う
か
が
う
必
要
が
あ
る
の
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
各
種
作
業
は
、
皆
早
い
の
が
よ
い
。
た
と

　
え
ば
畑
の
草
削
り
の
場
合
、
草
が
ま
だ
生
え
な
い
う
ち
に
潮
る
と
、
以
後
草
は
す
ぐ
に
は
生
え
て
こ
な
い
し
、
草
削
り
も
ま
た
労
力
が
省
け
る
。
た
と
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
く

　
草
ひ
き
の
場
合
、
早
け
れ
ば
一
人
工
ご
と
に
三
畝
。
遅
け
れ
ば
一
畝
ご
と
に
三
人
工
。
又
、
介
殻
虫
取
り
の
場
合
、
一
番
虫
一
匹
を
取
る
と
、
二
番
虫
百
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
そ
く

　
を
取
る
て
ま
が
省
け
る
。
豆
や
菱
を
蒔
く
の
に
至
っ
て
は
、
と
り
わ
け
早
い
の
が
良
い
。
春
三
月
の
う
ち
に
、
大
勢
短
工
を
集
め
、
予
め
桑
の
舅
定
人
足
を

　
集
め
る
。
田
植
え
は
仕
事
が
忙
が
し
い
の
で
、
日
傭
い
の
作
業
は
順
序
よ
く
や
っ
て
昔
ど
お
り
に
労
力
を
省
く
と
、
決
し
て
多
く
食
糧
を
費
し
た
り
し
な
い

　
　
　
㊧

　
も
の
だ
。

　
早
め
早
め
の
作
業
を
奨
励
す
る
の
は
、
走
査
仕
事
に
精
出
す
こ
と
そ
の
も
の
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
。
早
め
に
作
業
を
す

る
と
作
業
効
果
が
高
く
な
る
こ
と
に
意
義
が
有
る
。
短
工
の
労
働
力
の
調
整
は
、
省
力
化
に
よ
る
経
費
の
節
減
こ
そ
が
主
眼
な
の
で
あ
る
。

　
労
働
ピ
ー
ク
を
は
ず
し
た
合
理
的
作
業
配
分
は
農
業
技
術
の
章
で
見
た
が
、
労
働
力
の
効
果
的
配
分
は
、
羊
の
飼
い
方
ひ
と
つ
に
も
見
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
自
己
の
経
営
内
で
草
を
刈
っ
て
羊
を
飼
う
と
い
う
従
来
の
方
法
よ
り
も
、
金
が
か
か
っ
て
も
草
は
購
入
し
た
方
が
得
だ
と
沈
氏
は
考
え
る
。

な
ぜ
な
ら
、
草
刈
り
作
業
の
た
め
に
労
働
力
を
確
保
し
て
も
、
仕
事
に
な
る
の
は
農
繁
期
で
も
あ
る
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
だ
け
で
あ
っ
て
、
冬

と
春
は
無
為
に
過
ご
す
こ
と
に
な
り
、
全
く
食
糧
（
労
働
力
）
の
む
だ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
天
時
」
と
は
、
沈
重
に
と
っ
て
、
一
方
的
な
天

の
恵
み
で
も
な
け
れ
ば
、
抗
し
難
い
不
可
解
な
代
物
で
も
な
い
。
天
候
を
み
っ
つ
、
長
石
な
ど
の
労
働
力
を
有
効
に
使
い
こ
な
す
こ
と
こ
そ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

「
天
時
」
に
つ
い
て
の
彼
の
関
心
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
く

　
労
働
生
産
性
の
追
求
、
労
働
力
の
客
観
化
と
い
う
課
題
の
も
と
で
、
一
日
の
労
働
量
を
表
現
す
る
「
工
」
（
日
本
で
い
う
人
工
）
と
い
う
言
葉

が
有
効
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
早
け
れ
ば
一
人
工
ご
と
に
三
畝
。
遅
け
れ
ば
一
畝
ご
と
に
三
人
工
。
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な
ど
は
、
単
な
る
能
率
の
比
喩
的
表
現
か
ら
、
さ
ほ
ど
離
れ
な
い
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
毎
年
冬
か
ら
春
に
か
け
て
一
度
笛
泥
し
、
八
月
に
一
度
衛
平
す
る
。
一
度
ご
と
に
六
人
工
か
か
る
。

と
か
、

　
　
お
よ
そ
菜
種
や
麦
の
溝
を
さ
ら
っ
て
土
寄
せ
し
た
後
で
、
乾
く
の
を
待
っ
た
う
え
で
草
削
り
を
す
る
。
一
畝
当
り
た
っ
た
半
人
工
で
、
泥
土
が
細
か
く
砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
け
、
地
力
が
効
き
易
く
な
る
。
草
を
生
え
さ
せ
な
い
ば
か
り
か
、
麦
の
苗
も
粘
り
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
、
風
で
倒
れ
る
心
配
が
な
く
な
る
。

な
ど
の
用
法
は
、
農
作
業
の
必
要
労
働
量
計
算
と
し
て
、
極
め
て
適
切
な
表
現
方
法
を
な
し
て
い
る
。
一
層
抽
象
度
の
高
い
用
法
は
、
先
の
肥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

料
運
搬
四
～
五
〇
〇
人
工
を
省
く
と
い
う
計
算
で
あ
る
。
さ
ら
に
溝
代
の
資
料
で
は
、

　
凡
そ
水
田
で
の
労
働
力
の
使
用
は
、
耕
起
開
始
か
ら
収
穫
ま
で
、
一
下
当
り
十
二
人
工
を
必
要
と
す
る
。

と
か
、

　
　
水
田
に
稲
を
植
え
る
の
は
、
種
播
き
、
蕾
取
り
、
田
植
え
、
草
取
り
、
収
穫
、
脱
穀
を
合
計
し
て
も
、
一
畝
当
り
八
～
九
人
工
に
過
ぎ
な
い
。
凹
田
に
棉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
花
や
、
豆
、
粟
、
高
梁
を
つ
く
る
の
も
、
一
畝
当
り
十
二
～
三
人
工
に
過
ぎ
な
い
。

と
い
う
よ
う
に
、
各
作
物
の
単
位
面
積
当
り
必
要
労
働
総
量
を
表
現
す
る
た
め
に
、
　
「
工
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
水
利
事
業
で
の
延
べ
労
働
日
数
計
算
等
へ
の
使
用
を
離
れ
、
農
書
に
お
い
て
労
働
効
率
や
所
要
労
働
量
を
表
現
す
る
た
め
に
「
工
」
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
門
工
」
の
用
法
で
は
、
労
働
が
個
々
の
具
体
的
内
容
と
は
切
り
離
し
て
、
単
に
量
的

に
問
題
と
さ
れ
、
経
営
上
の
一
要
素
と
し
て
客
観
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
土
地
と
労
働
力
と
の
結
合
関
係
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
解

体
し
、
経
営
プ
ラ
ン
の
必
要
に
応
じ
て
労
働
力
が
編
成
さ
れ
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
個
々
の
零
細
経
営
が
、
家
族
労
働
だ
け
に
頼
っ

て
自
己
の
経
営
地
の
み
を
耕
作
し
て
い
る
場
合
、
農
繁
期
の
乗
り
切
り
こ
そ
課
題
で
あ
れ
、
労
働
総
量
の
増
減
は
、
第
一
義
的
な
課
題
に
な
ら

な
い
。
雇
傭
労
働
を
用
い
て
、
利
潤
目
指
し
て
経
営
す
る
沈
氏
に
し
て
初
め
て
、
投
下
労
働
量
の
減
少
は
切
実
な
課
題
と
な
っ
た
。
労
働
過
程

を
二
食
化
し
、
労
働
生
産
性
を
追
求
す
る
こ
と
が
沈
氏
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
と
同
時
に
、
雇
傭
労
働
の
発
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
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以
上
は
概
ね
労
働
過
程
の
合
理
化
に
よ
っ
て
労
働
生
産
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
沈
氏
は
、
労
働
の
密
度
を

高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　
　
物
を
与
え
る
や
り
方
も
優
遇
し
て
た
く
さ
ん
や
る
の
が
よ
い
。
炎
天
で
臼
が
長
い
時
に
は
、
午
後
に
な
る
と
必
ず
腹
が
す
く
。
冬
の
ひ
ど
く
寒
い
時
に
は
、

　
窒
腹
で
は
早
く
仕
事
に
出
か
け
に
く
い
。
だ
か
ら
夏
に
は
必
ず
中
飯
を
多
め
に
出
し
、
冬
に
は
必
ず
朝
が
ゆ
を
出
す
。
も
し
冬
、
雨
降
り
に
箭
泥
す
る
時
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
わ

　
必
ず
早
く
熱
か
ん
を
与
え
、
充
分
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
さ
せ
た
後
で
作
業
を
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
と
、
む
こ
う
は
こ
っ
ち
の
要
求
を
謝
る
言
葉
も
無
い
ば

・
か
り
か
・
こ
っ
ち
は
面
と
向
・
て
責
め
る
こ
と
が
で
き
紬
・

と
い
う
「
労
務
管
理
の
思
想
」
に
は
、
沈
氏
の
経
営
者
と
し
て
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
賃
金
や
酒
食
に
至
っ
て
は
、
仁
心
な
察
の
よ
う
で
も
、
人
の
心
を
得
た
り
失
っ
た
り
す
る
の
は
、
常
に
必
ず
こ
れ
に
よ
る
。
絞
銀
と
九
色
銀
と
で
は
違
い

　
は
一
割
に
過
ぎ
ず
、
品
質
の
良
し
悪
し
は
、
殆
ん
ど
な
い
。
仮
に
も
し
人
に
一
両
を
与
え
た
と
し
て
も
、
違
い
は
た
だ
一
銭
三
分
か
五
分
だ
け
な
の
だ
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね

　
れ
で
い
て
、
人
の
気
持
が
憎
し
み
と
喜
び
の
間
で
遠
く
掛
け
離
れ
て
し
ま
う
の
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
一
銭
の
金
で
九
銭
分
の
歓
心
を
も
失
い
、
三
分
や
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
分
の
金
で
、
九
銭
五
分
七
分
の
歓
心
ま
で
無
く
し
て
し
ま
う
か
ら
な
の
だ
。

と
い
う
張
型
の
言
葉
と
共
通
す
る
の
は
、
少
々
の
金
は
払
っ
て
も
、
精
勤
に
詰
め
た
労
働
を
さ
せ
た
方
が
得
だ
と
い
う
計
算
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
女
子
供
に
も
旨
い
物
を
食
わ
せ
な
い
と
物
を
く
す
ね
る
と
か
、
粕
取
焼
酎
の
原
料
の
酒
粕
を
買
っ
て
帰
っ
て
搾
り
な
お
す
と
濁
り
酒
が
取
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

旨
い
代
物
で
は
な
い
が
需
要
に
飲
ま
せ
る
と
安
上
が
り
だ
、
と
か
い
っ
た
発
想
の
背
後
に
見
ら
れ
る
の
は
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
ば
か
り
に
天
真
燭

漫
な
営
利
意
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
地
主
の
危
機
意
識
」
か
ら
は
程
遠
い
。

　
『
沈
氏
農
書
』
は
、
集
約
的
農
業
に
よ
っ
て
土
地
生
産
性
を
追
求
し
つ
つ
、
同
時
に
労
働
生
産
性
を
高
め
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
農
業
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

営
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
労
働
生
産
性
と
土
地
生
産
性
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
近
世
の
日
本
農
業
の
如
く
、
小
商
品
生
産
段

階
の
商
業
的
農
業
発
展
の
両
輪
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
総
じ
て
燧
煙
に
お
け
る
精
作
の
思
想
は
、
零
細
小
経
営
維
持
の
た
め
の
精
作
思
想
と
は
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
前
章
で
『
沈
属
農
書
』
と
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対
比
し
て
、
陳
婁
の
『
農
書
』
が
施
肥
を
軸
と
し
た
集
約
的
農
業
経
営
成
立
期
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
見
た
。
こ
の
対
比
は
、
経
営
の

面
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
陳
毒
『
農
書
』
財
力
之
宜
編
に
見
え
る
精
作
思
想
は
、
経
営
を
広
げ
て
収
穫
が
不
安
定
に
な
る
よ
り
も
、
小
面
積
を
毎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

年
深
耕
精
作
し
て
収
穫
を
得
、
生
活
に
事
欠
か
な
い
こ
と
を
宜
し
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
六
種
之
勝
軍
は
、
各
種
作
物
を
、
時
を
み
て
順
に
作

付
け
し
、
次
々
と
収
穫
し
て
必
要
物
資
を
自
給
し
、
欠
亡
の
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
、
小
経
営
の
統
合
的
自
給
性
確
保
の
た
め
に
書
か
れ
て

い
る
。
従
っ
て
節
用
之
宜
編
に
み
ら
れ
る
節
約
と
蓄
積
、
書
聖
之
宜
編
に
み
ら
れ
る
勤
労
が
、
重
要
な
徳
目
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ

れ
ら
は
、
　
『
聖
訓
農
書
』
に
み
ら
れ
る
、
作
付
け
の
総
合
的
自
給
性
は
破
れ
て
も
、
他
人
の
労
働
は
用
い
て
も
、
大
量
の
購
入
肥
料
に
頼
っ
て

ま
で
も
営
ま
れ
る
商
業
的
農
業
の
要
請
下
の
深
耕
精
作
と
は
お
よ
そ
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
陳
毒
の
精
作
は
、
沈
欝
と
陳
薯
の
思
想
的
違
い
を

差
し
引
い
た
と
し
て
も
、
集
約
農
法
体
系
の
開
花
、
施
肥
を
伴
う
土
地
の
安
定
的
利
用
へ
の
出
発
と
い
う
そ
の
農
業
技
術
と
合
わ
せ
て
、
ま
さ

に
小
経
営
確
立
期
の
精
作
で
あ
る
。

　
『
沈
氏
農
書
』
に
お
い
て
も
、
一
見
似
通
っ
た
少
面
積
精
作
の
主
張
が
な
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
家
を
起
こ
す
に
は
、
第
一
に
勤
勉
に
耕
し
て
た
く
さ
ん
肥
料
を
や
り
、
少
し
種
を
蒔
い
て
多
く
収
穫
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

し
か
し
、
そ
の
小
面
積
精
作
の
狙
い
は
全
く
異
る
。

　
　
畑
に
肥
料
を
や
る
場
合
、
も
し
よ
く
一
年
に
四
回
肥
料
を
や
り
、
二
回
箭
回
し
、
深
く
耕
し
て
き
れ
い
に
草
を
削
り
、
畑
を
荒
さ
ず
介
殻
虫
を
出
さ
ぬ
こ

　
と
が
で
き
れ
ば
、
　
一
華
ご
と
に
八
～
九
〇
箇
の
葉
が
取
れ
る
こ
と
、
必
ず
ま
ち
が
い
な
い
。
　
中
ぐ
ら
い
の
土
地
一
畝
で
四
～
五
〇
箇
を
取
る
の
と
比
べ
る

　
と
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
、
一
瞬
で
二
道
分
の
利
益
が
有
り
、
し
か
も
労
働
力
や
税
金
・
土
地
の
も
と
で
は
、
た
っ
た
一
興
分
で
す
む
の
だ
か
ら
、
二
軍
分
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
肥
力
を
一
畝
に
合
わ
せ
用
い
て
、
仕
事
が
半
分
で
、
し
か
も
効
果
が
倍
で
あ
る
方
が
よ
い
に
決
っ
て
い
る
。

　
窯
業
が
精
作
を
主
張
す
る
の
は
、
粗
放
な
農
法
で
広
い
土
地
を
経
営
す
る
よ
り
も
、
集
約
的
農
法
の
方
が
、
よ
り
利
潤
が
多
く
な
る
か
ら
に

外
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
肥
料
や
税
金
は
お
ろ
か
、
労
働
力
や
土
地
そ
の
も
の
ま
で
が
、
経
営
の
計
画
・
計
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
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㈹
沈
氏
の
経
叢
支

　
『
沈
氏
農
書
』
の
課
題
は
、
深
耕
多
肥
の
集
約
農
業
の
下
で
、
労
働
生
産
性
を
追
求
し
て
剰
余
の
拡
大
を
め
ざ
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
事

自
体
、
他
人
労
働
を
用
い
て
商
業
的
農
業
を
営
み
、
利
潤
を
め
ざ
す
経
営
体
匡
富
農
経
営
の
存
在
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
収
支
計
箕
に

よ
っ
て
剰
余
が
成
立
す
る
か
否
か
の
み
を
以
て
、
富
農
的
性
格
の
有
無
を
論
ず
る
方
法
は
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
状
で
は
完
全
な
収
支

計
算
を
凝
る
に
足
る
詳
細
な
経
営
資
料
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
全
て
の
経
営
が
一
概
に
恒
常
的
に
利
潤
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
富
農
経
営
の
存
在

と
発
展
を
見
定
め
る
条
件
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
沈
氏
が
零
細
経
営
で
あ
っ
て
、
剰
余
と
は
無
縁
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
考
え

は
妥
当
で
な
い
こ
と
を
確
め
る
に
止
め
る
。

　
ま
ず
、
沈
吟
の
経
営
規
模
で
あ
る
。
古
島
氏
は
「
在
村
の
小
地
主
層
の
自
家
経
営
の
大
き
さ
は
、
田
畑
合
せ
て
十
数
畝
を
さ
し
て
出
な
か
っ

⑫た
し
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
米
の
商
品
化
も
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
氏
の
引
か
れ
る
『
補
農
書
』
の
「
策
郡
民
生
業
」
は
、
土
地
も
労

働
力
も
少
な
い
零
細
な
母
子
家
庭
の
経
営
策
で
あ
り
、
沈
氏
の
経
営
を
考
え
る
参
考
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
長
工
の
雇
傭
な
ど
存
在
し
得

な
い
こ
と
は
張
昏
述
べ
て
お
晦
ま
た
存
在
す
る
必
要
も
な
か
・
た
・
沈
氏
の
経
営
は
も
・
と
大
き
乏
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
同
時
に
引
か

れ
る
農
家
が
一
〇
畝
水
稲
作
を
す
る
場
合
、
＝
二
恩
分
の
苗
を
作
れ
と
い
う
話
は
、
一
〇
畝
に
つ
き
三
畝
分
、
余
分
の
苗
を
作
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
　
一
〇
畝
が
「
手
作
地
主
」
の
水
稲
作
付
け
面
積
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
は
な
い
。
沈
氏
の
経
営
プ
ラ
ン
か
ら
、
田
畑
合
わ
せ
て
十
重

畝
の
経
営
規
模
を
考
え
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
上
農
夫
一
人
で
一
〇
畝
を
耕
す
な
ら
、
田
畑
合
わ
せ
て
十
数
畝
と
は
、
単
婚
小
家
族
の
経
営
規

模
を
超
え
ず
、
長
工
を
傭
う
こ
と
は
不
経
済
で
あ
る
。
長
工
と
同
時
に
短
工
も
栢
当
数
雇
傭
し
、
平
望
や
杭
州
ま
で
は
る
ば
る
肥
料
を
買
い
集

め
ね
ば
な
ら
ぬ
経
営
体
が
、
十
数
畝
の
経
営
規
模
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。

　
で
は
沈
氏
の
経
営
規
模
は
ど
の
程
度
と
想
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
沈
氏
は
農
書
と
し
て
の
一
般
性
の
た
め
か
ら
か
、
経
営
規
模
に

直
接
言
及
し
な
い
。
経
営
規
模
を
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
最
も
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
遠
方
か
ら
の
牛
糞
や
豚
の
糞
の
購
入
に
代
え

て
羊
と
豚
の
飼
育
を
す
す
め
、
労
働
力
の
節
約
を
主
張
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
勿
論
沈
氏
が
実
際
に
所
定
数
の
家
畜
を
飼
っ
て
い
た
と
言
う
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の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
得
ら
れ
る
八
～
九
〇
〇
担
の
肥
料
、
省
略
さ
れ
る
四
～
五
百
人
工
の
労
働
が
、
悪
落
の
経
営
プ
ラ
ン
・
経
営
像
と
全

ぐ
反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、
こ
れ
は
成
立
し
得
な
い
か
、
若
く
は
無
意
味
な
記
述
と
な
る
。
家
畜
ご
と
の
収
支
計
算
や
生
成
肥
料
量
の
詳

細
さ
と
い
い
、
醸
造
部
門
と
の
統
一
性
と
い
い
、
こ
れ
ら
が
書
留
の
経
営
像
全
体
の
中
で
、
さ
し
て
異
質
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
で
は
家
畜
飼
育
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
肥
料
が
ど
の
程
度
獲
得
さ
れ
る
か
。
沈
氏
の
プ
ラ
ン
に
よ
る
と
豚
六
頭
を
半
年
つ
つ
肥
育
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
閣
三
六
〇
担
、
落
果
と
子
豚
の
飼
育
で
八
○
担
、
羊
一
一
頭
で
三
〇
〇
担
、
山
羊
四
頭
で
八
○
担
、
総
計
八
二
〇
担
と
な
り
、
先
に
み
た
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

○
○
～
九
〇
〇
挺
と
い
う
沈
氏
の
概
算
と
一
致
す
る
。

　
か
か
る
肥
料
の
童
に
従
っ
て
設
定
す
べ
き
経
営
面
積
は
、
ど
の
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
羊
と
豚
か
ら
得
ら
れ
る
肥
料
の
み
で
施
肥
を
行
う

わ
け
で
は
な
い
。
自
家
の
下
肥
は
勿
論
、
牛
糞
等
も
適
宜
購
入
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
仮
に
中
心
と
な
る
基
肥
を
家
畜
糞
に
よ
っ
て
ま
か

な
っ
た
場
合
を
設
定
し
、
沈
氏
の
農
法
に
従
っ
て
大
ざ
っ
ぱ
に
経
営
面
積
を
算
出
し
よ
う
。
八
二
〇
担
の
う
ち
豚
の
厩
肥
は
四
二
〇
担
、
羊
は

四
〇
〇
担
で
あ
る
。
こ
れ
を
豚
は
水
田
に
、
羊
は
畑
に
と
い
う
志
賀
の
指
示
に
従
っ
て
投
下
す
る
。
水
田
の
施
肥
量
に
つ
い
て
は
、
基
肥
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
、
毎
畝
猪
灰
・
坑
灰
を
脚
数
担
用
い
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
松
江
府
続
志
』
が
上
農
の
施
肥
法
と
し
て
、
一
丁
当
り
豚
の
厩
肥
十
担
と
の
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

て
い
る
の
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
。
仮
に
一
五
担
ず
つ
施
し
た
と
し
て
も
、
四
二
〇
担
で
は
二
八
畝
に
施
せ
る
。
桑
に
は
三
～
四
〇
担
の
基
肥
が
必

要
で
、
四
〇
〇
担
で
一
〇
畝
余
り
の
桑
畑
に
施
す
こ
と
が
で
き
る
。
豚
と
羊
の
糞
は
、
そ
れ
ほ
ど
里
雪
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
年
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
融
通
に
よ
っ
て
投
下
面
積
も
異
っ
て
く
る
が
、
上
記
の
方
法
に
よ
る
な
ら
、
合
計
約
照
○
畝
と
な
る
。

　
表
は
、
水
田
三
〇
畝
、
桑
畑
一
〇
畝
と
い
う
直
接
経
営
面
積
を
『
沈
氏
農
書
』
に
導
入
し
、
直
接
耕
作
部
分
の
経
営
収
支
モ
デ
ル
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
勿
論
沈
氏
個
人
が
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な
経
営
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
〇
畝
と
い
う
耕
作
面
積
も
、
施
肥
の
基
本

部
分
を
家
畜
糞
に
依
存
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
プ
ラ
ン
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
他
、
数
量
的
に
は
、
ほ
ぼ
『
実
親
農
書
』
と
『
補
農
書
』
の

経
営
計
画
・
収
支
計
算
に
従
っ
て
、
沈
黒
の
直
営
部
分
を
再
構
成
し
た
も
の
で
、
謂
わ
ば
「
沈
氏
農
書
型
経
営
モ
デ
ル
翫
と
し
て
の
整
合
性
を
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「沈氏農書型経営モデル」の収支

水稲他 2石／畝x30畝＝60石　平価60両　包価f直4両×3ロ12　　　　　① 72両

85箇／畝×10畝濫850箇
桑 養　蚕…600箇→糸75幼→布120疋価格120両o桑販売．25。箇。。9両／箇。25。箇．，。，両　　　② 142．5両

　肥育…13両／6頭・半年×1年ロ26両豚｛　子豚…0．6両／頭×8頭×2回瞬10両

粗収益
家畜
羊11頭　　羊毛2両十子羊4両＝6両
R羊4頭　子山羊10余頭　平価2両 55。1両

鵬6羽　　0，7爾／羽×6羽魑4，2両

1 鶏鳥4羽　α02両！個×200個＝4荷
1 母鶏　　　o．035両／羽×48羽≒1．7両　0．15両／羽x8ゴ1．2両　　　　③1
醸
造
1

藩白取燈セi酎　　0．016罪可／角力×600働と誓10両

桴ﾄ酎　　　　12両（卸本）×　2＝24両　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
34両

1計 3G3．6両

長　工 （5．5十5十・1十〇．3壕一1．2十4）両ノ名×　3名＝＝51両　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤ 51両

養i蚕
（雛i炭0．1十盤饗～0．1）両／催蓋×75筐漏15両

ｦ織　璽糸銭・家｛火・線蠣5両＋婦人口食：5両需10両　　　　　　⑥
25両

豚　肥育飼料2両＋母豚・子豚飼料16両＝18両

家螢
羊11頭飼料6両十塾草2両竺8両

R羊飼料塾草2両
3L3両

経営費 鴨・鶏鳥・冊鶏飼料3，3両　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦

醸造
粕取り焼酎粕代12両
桴ﾄ酎　　　大麦12両十酒薬焼柴4両篇16両　　　　　　　　　⑧

28両

税源 2両／畝×1／6×52畝醤17両　　　　　　　　　　　　　　　　⑨ 王7両

小　計 152．3両

団坐労賃・補助肥料代

iその他
`

償却期間の長い投資（治水，家屋，家畜飼育施設，大型農具，機（はた）等）

ﾆ族労賃見積り，等

P

1計 P

　40畝という直接経営都分と，それに付随する長工の管地12畝を，家族労働と短工に加えて3名の
長工，1名の絹織婦人労働によって経営した場合の収支プランで，数値は全てr沈幾農書』とr補
農書』に依った。
　①　陳恒力氏は一畝当り水稲収量を3．25石とされるが根拠がない。当晴人力による深耕農法の収
　　量として2．5石が転えられ（天啓『天塩下図経』巻4．方域），また二毛作をせぬ湖州では4～
　　5石の収穫があったと言う（『補農書』補農書後　稲秩麦秩）。麦作を重視せず，深耕多肥には
　　げむ沈氏の収量は少くなかったと考えられるが，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは『補農書』（補農書後　治地）の平年
　　収量，及びr沈氏農書』（運田地法　長工毎一名）の租額を除いて一下一石という表現に従い，

　　1畝2石の収量とする。
　②　葉の収量は，運田地法の「緊緊」の項。獲得される糸や布の量は，蚕務の「養蚕之法」の項。
　　糸75肋を得る養蚕は，他人労働の使用を戒める沈氏の養蚕法としては多いが，r補農書』「策郎
　　氏生業」は老母と未成年の子の家庭に，20筐：30肋の養蚕がすすめられていることから考えて，

　　多過ぎはしない。糸の価格については，蚕務「男愚女織」の項。桑葉の価格は，蚕務「養蚕之
　　法1と蚕務「遇葉暖之年」の各項。
　③　六畜の各動物の項。豚の繁殖については，『支那経済全書』9輯，34P参照。
　④　六姦の醸造に闘する二項
　⑤　運田地法「長年毎一名」の項。長工一名当りの出費に，管地の長工取り分絹当金額を加えて
　　算拙。
　⑥蚕務「養蚕之法」及び「男耕女織」
　⑦　六畜の各動物の項。但し，水稲の裏作に3分の1だけ麦が作られ，それが豚の閲料の補助と
　　なり、また稲草も飼料に向けられたとする。
　⑧　六畜の醸造に関する二項
　⑨　r補農書』総論，佃戸の項は，国家取り分が，標準収量の6分の1になったと述べる。
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持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
生
産
物
全
体
が
商
品
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
米
を
含
め
、
肉
や
酒
が
自
給
に
廻
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
自
給
性
の
強
い
米
で
さ
え
、

家
族
と
長
工
の
消
費
分
を
考
え
て
も
、
半
分
近
く
が
販
売
さ
れ
た
計
箕
に
な
る
。
養
蚕
関
係
の
生
産
物
は
殆
ん
ど
販
売
さ
れ
た
と
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
　
「
沈
氏
型
経
営
」
は
、
決
し
て
零
細
で
自
給
的
な
経
営
で
は
な
か
っ
た
。

　
経
営
費
の
中
に
は
、
　
『
沈
黒
農
書
』
自
身
か
ら
は
算
出
が
不
可
能
な
部
分
が
多
い
。
短
工
の
賃
金
や
自
家
供
給
分
以
外
の
肥
料
欝
欝
の
ほ
か
、

大
型
農
具
や
厩
舎
、
家
屋
な
ど
、
償
却
期
間
の
長
い
生
産
手
段
へ
の
投
資
が
、
思
至
農
書
で
は
計
箪
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
費

用
を
差
し
引
き
、
更
に
家
族
労
賃
の
見
積
り
分
を
引
い
た
と
し
て
も
、
決
し
て
「
沈
氏
型
経
営
」
は
、
収
支
の
償
わ
ぬ
経
営
体
と
は
言
え
な
い
。

　
次
に
長
工
一
名
の
収
支
計
算
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
年
雇
い
の
平
畝
」
名
ご
と
に
労
賃
五
両
、
食
糧
五
石
五
斗
、
通
常
価
格
五
両
五
銭
、
足
代
一
両
、
農
具
三
銭
、
酒
代
一
両
二
銭
、
合
計
＝
一
一
両
。
請
負
い

　
畑
四
畝
で
請
負
い
料
四
両
、
八
畝
に
稲
作
し
て
、
小
作
料
を
除
く
と
、
い
い
と
こ
米
が
八
石
余
り
、
通
常
価
格
で
八
両
。
こ
の
外
、
肥
料
や
短
工
の
費
用
が

　
あ
り
、
春
作
、
稲
わ
ら
代
を
こ
れ
に
充
て
る
。
俗
に
言
う
「
と
ん
と
ん
」
で
、
全
く
余
り
が
無
く
、
結
局
ひ
ど
く
早
く
か
ら
遅
く
ま
で
仕
事
し
て
、
心
や
体

　
を
使
う
だ
け
だ
。
た
だ
こ
の
よ
う
に
骨
折
ら
ね
ば
、
家
を
起
こ
せ
な
い
か
ら
す
る
だ
け
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
れ
は
従
来
「
長
工
の
使
用
は
収
支
相
償
う
の
み
で
、
必
ず
し
も
利
益
の
あ
が
る
も
の
で
は
な
い
」
と
考
え
る
根
拠
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し

そ
の
場
合
、
小
作
料
部
分
が
収
支
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
き
た
。
　
「
租
」
が
国
家
取
り
分
と
な
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

な
い
が
、
沈
氏
は
国
家
取
り
分
を
こ
の
記
述
の
直
前
で
「
銭
糧
」
と
明
記
し
て
お
り
、
混
同
は
有
り
得
な
い
。
こ
の
一
節
は
、
続
く
部
分
と
の

関
連
か
ら
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
稲
の
直
接
耕
作
に
関
し
て
、
自
分
も
働
き
、
経
営
の
苦
労
を
し
て
も
、
小
作
料
相
当
部
分
を
越
え
る
収

入
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
だ
け
で
、
決
し
て
利
益
が
全
く
無
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
長
工
は
、
水
稲
作
以
外
に
も
、
　
「
天

時
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
農
作
業
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
水
稲
直
営
の
利
益
だ
け
で
得
失
が
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
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①
『
補
農
書
』
補
農
書
後
壁
地

　
　
地
得
葉
。
盛
者
～
畝
可
養
蚕
十
数
筐
。
少
亦
四
五
筐
。
最
下
一
一
三
筐
。
　
（
若
二

　
三
掛
者
。
即
有
豆
二
熟
）

②
　
読
響
地
法
種
桑

　
　
其
舅
法
。
縦
不
能
如
西
郷
楼
子
様
。
亦
断
不
可
解
東
郷
拳
頭
様
。

　
　
種
法
以
稀
為
貴
。
縦
横
各
七
尺
。
毎
畝
約
二
百
株
。
株
株
茂
盛
。
葉
便
満
百
。

　
不
須
多
也
。

③
　
運
田
地
法
　
墾
地

　
　
転
官
細
根
。
断
亦
無
害
。
只
要
稜
層
空
廠
。
若
着
地
。
則
春
天
雨
水
正
多
。
地

　
両
要
梨
平
。
使
不
滞
水
。
背
後
脚
跡
。
尽
数
揉
平
。
…
…
夏
天
約
二
十
B
一
劃
。

④
影
響
事
宜
五
月
鐙
備

⑤
　
『
補
農
書
』
補
農
書
後
　
梅
豆

　
　
…
…
故
惟
桐
郷
得
披
其
利
。
六
七
月
陳
習
弊
腐
。
腐
少
。
見
得
髭
入
梅
豆
。
腐

　
便
如
故
。
毎
遇
豆
熟
。
商
買
来
至
。
官
私
頼
焉
。

⑥
　
同
前
　
種
麻

　
　
東
路
田
樹
種
麻
。
無
講
者
亦
種
之
。
主
取
其
成
之
速
。
而
於
晩
稲
晩
豆
傍
不

　
害
。
其
工
力
較
菜
子
。
相
虫
不
遠
。
其
収
利
則
倍
。
…
…
墨
差
皮
。
論
難
盛
者
可

　
得
二
百
鋤
。
若
陰
雨
剥
之
。
重
油
肝
属
郡
損
。
吾
郷
種
此
。
為
利
立
浮
於
東
路
。

但
恐
業
之
不
精
。

⑦
　
同
前
　
種
羅
萄

　
　
…
…
以
賎
家
用
。
固
為
黒
闇
。
即
売
亦
得
厚
利
。
（
本
地
羅
萄
価
。
常
貴
太
湖
）

⑧
　
岡
前
種
芋
芳

　
　
早
職
種
出
広
徳
。
清
明
時
。
彼
処
排
撃
於
湖
。

⑨
　
同
前
　
種
甘
菊

　
　
若
種
之
成
畝
。
其
利
視
種
豆
自
倍
。
吾
里
不
漁
棉
花
。
日
乾
以
此
為
業
者
。

⑩
　
同
前
　
養
雛
鶏

　
　
里
亦
有
以
畜
牛
為
利
者
。
買
瘡
牛
。
使
童
子
牽
之
。
朝
食
露
草
。
日
飼
棉
花

　
餅
。
養
一
二
月
。
則
牛
肥
而
価
倍
。
一
牛
御
湿
数
金
之
息
。

⑪
霊
前
　
養
魚

　
　
…
…
然
湖
州
畜
魚
。
必
取
草
。
羅
螺
螂
於
嘉
興
。
魚
大
鎌
売
。
露
塵
銭
賎
於
嘉

　
興
。
蓋
吾
地
魚
。
倶
自
湖
州
来
。
及
魚
至
市
。
已
離
池
数
日
。
少
亦
一
二
日
突
。

　
故
魚
清
爾
価
不
能
不
貴
。
…
…
磁
魚
種
臨
平
買
。
草
魚
白
鱗
螺
青
諸
種
。
本
地
可

　
買
。

⑫
　
　
』
ハ
畜
門
　
曲
蘇
岬
州
買
糟

⑬
　
六
畜
養
越
羊

　
　
除
自
書
不
馴
外
（
霜
葉
抵
小
羊
食
）
。
買
葉
七
千
鋤
。
六
月
内
。
長
安
人
来
。
預

　
撮
土
瓶
毎
千
早
三
銭
戸
外
。
冬
天
訳
載
。
計
七
千
肋
。
約
価
三
両
。
買
羊
草
七
千

　
触
。
七
月
内
崇
桐
路
上
買
。
算
除
泥
塊
。
約
価
四
銭
。
七
千
肋
亦
該
三
両
。

⑭
　
山
崎
隆
三
「
江
戸
蒔
代
後
期
に
お
け
る
農
村
経
済
の
発
展
と
農
民
層
分
解
」
岩

　
波
講
座
『
日
太
・
陳
隅
史
隔
近
世
四
門
　
一
九
穴
一
一
一
年

⑮
運
田
地
法
要
覚
獲

　
　
要
寛
簗
。
則
平
望
一
路
是
其
出
産
。
磨
路
猪
灰
。
最
宜
田
塞
。
在
国
月
十
月
農

　
忙
之
時
。
糞
多
価
賎
。
当
電
工
多
買
。
其
人
轟
轟
往
杭
州
。
切
不
可
在
堀
上
買
満

　
載
。
当
轟
仕
五
道
晶
朋
隅
貝
皿
や
載
一
。
次
早
押
「
到
㎜
目
当
過
附
期
。
也
右
四
五
山
ハ
成
糞
。
　
且
新
糞
更

　
肥
。
至
於
謝
桑
。
輔
導
門
辺
蚕
寮
忙
迫
之
日
。
削
壁
近
県
買
坐
坑
糞
。
上
午
去

　
買
。
下
午
即
澆
更
好
。

⑯
六
畜
蘇
州
買
糟

　
　
牧
師
前
編
。
滋
養
猪
羊
。
一
年
得
甕
八
九
菅
担
。
比
之
租
審
。
可
抵
組
牛
二
十

　
余
頭
。
又
省
往
載
人
工
賜
五
百
工
。

⑰
　
耕
起
と
打
ち
返
し
に
関
し
て
は
、
第
二
章
注
⑩
、
田
植
え
と
中
耕
除
草
に
関
し

　
て
は
、
第
二
章
注
⑭
参
照
。

⑱
運
田
地
法
話
田
地

　
　
種
田
地
。
肥
塞
最
為
要
緊
。
人
糞
力
旺
。
牛
糞
力
長
。
不
可
偏
廃
。
租
審
乃
根

　
本
之
事
。
但
近
来
糞
詰
貴
。
人
工
貴
。
載
取
費
力
。
倫
霧
弊
多
。
不
能
全
鑛
租
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審
。
則
難
論
羊
尤
為
簡
便
。
…
…
計
羊
一
歳
所
出
。
無
足
於
羊
毛
小
羊
而
足
。
所

費
不
過
蟄
草
。
宴
然
多
得
肥
璽
。
養
猪
旧
規
麟
折
猪
本
。
若
兼
養
母
猪
。
即
以
所

　
鎌
者
抵
之
。
原
自
無
齢
。
若
羊
必
須
躍
人
研
草
。
則
冬
春
工
問
。
沙
魚
虞
精
。
若

　
猪
必
須
買
餅
。
容
有
貴
賎
不
時
。
今
羊
掃
吃
枯
葉
枯
草
。
猪
播
吃
風
合
。
則
焼
酒

　
又
獲
灘
息
。
有
盈
無
量
。
白
落
肥
塞
。
又
省
試
取
人
工
。
何
不
為
也
。

⑲
労
働
力
を
除
く
と
、
肥
料
と
し
て
得
ら
れ
る
羊
と
豚
の
糞
の
価
格
を
無
視
し
て

　
も
、
醸
造
・
畜
産
両
部
門
合
わ
せ
て
、
約
三
十
両
の
収
益
が
得
ら
れ
る
計
算
と
な

　
る
（
表
参
照
）
。

⑳
　
『
補
農
書
』
補
農
書
後
　
甕
麦
菜

　
　
近
年
人
工
既
貴
。
倹
惰
復
多
。
澆
糞
不
得
法
。
則
不
若
用
脚
之
工
糞
両
省
。

⑳
　
運
田
地
法
　
羊
十
薬
於
地

　
　
花
草
畝
不
過
三
升
。
自
己
収
子
。
輔
導
甚
値
。
一
驚
草
可
蓬
三
回
田
。
今
時
肥

　
始
原
難
。
此
項
歯
釜
便
利
。

⑳
　
光
緒
喝
松
江
府
痴
愚
』
巻
五
　
彊
域
志
　
風
土

　
　
肥
田
者
俗
曲
膏
璽
。
上
農
用
三
通
。
頭
通
紅
花
草
也
。
二
十
上
等
高
国
。
不
能

　
撒
草
。
草
子
亦
畝
須
四
五
升
。
一
一
通
管
塗
。
多
用
猪
践
。
畝
須
十
担
。
三
通
用
豆

　
餅
。
畝
須
四
五
十
勧
。

⑳
運
田
地
法
田
地
生
活

　
　
田
地
生
活
。
上
前
有
功
。
除
種
田
要
君
時
候
。
其
余
各
色
。
倶
以
早
為
貴
。

　
仮
如
到
地
。
未
草
翠
霞
。
以
後
草
不
即
智
。
到
又
二
筋
。
仮
顔
面
草
。
早
則
工
三

　
畝
。
遅
則
重
三
工
。
又
如
捏
蟻
。
握
頭
熱
一
。
蔭
子
二
藍
百
。
至
於
沈
下
豆
麦
。

　
尤
以
早
為
貴
。
春
三
月
内
。
多
喚
短
工
。
予
喚
勢
桑
工
。
種
田
工
忙
。
月
工
生

　
活
。
次
第
得
法
。
傍
旧
藩
工
。
未
完
多
費
茶
桶
也
。

⑳
　
注
⑱
参
照
。

⑮
　
運
圏
地
法
　
天
時

　
　
天
時
。
大
約
晴
七
雨
三
。
連
夜
富
有
生
活
。
独
孟
春
雨
水
之
際
。
正
農
工
湊
聚

　
之
時
。
除
雨
留
家
外
。
雨
止
那
可
修
桑
着
艦
修
士
。
至
竪
蔀
倒
田
地
。
非
大
晴
不

　
可
。
人
家
催
長
年
。
天
雨
無
生
活
計
倣
。
不
得
己
而
墾
田
。
若
潮
認
可
以
爾
泥
。

　
定
須
開
葛
縄
泥
。
消
磨
雨
工
。

⑳
　
注
⑬
参
照
。

⑳
　
運
田
地
法
　
古
人
云

　
　
毎
年
冬
春
問
衛
一
番
。
八
月
筒
一
番
。
毎
番
須
六
工
。

⑱
運
田
地
法
墾
墨
客

　
　
凡
菜
麦
鍬
溝
鼠
後
。
候
乾
再
到
一
番
。
馳
駅
不
過
半
工
。
而
泥
懸
砕
。
易
討

　
力
。
且
不
起
草
。
又
可
挨
麦
。
不
患
風
倒
。

㊧
　
第
二
章
注
⑭
参
照
。

⑳
光
緒
『
松
江
府
剛
志
配
湯
五
彊
誤
信
風
土

　
　
凡
田
須
人
工
。
自
開
耕
至
上
場
。
畝
須
十
余
工
。

⑳
　
包
世
臣
『
斉
民
四
術
』
巻
二
　
饗
二
　
庚
辰
襟
著
二

　
　
其
水
田
種
稲
。
合
計
播
種
・
抜
秩
・
蒔
禾
・
芸
草
・
収
割
・
晒
打
。
毎
畝
不
過

　
八
九
工
。
早
田
種
棉
花
・
豆
・
粟
・
膏
梁
。
毎
畝
亦
不
過
十
二
三
工
。

⑳
　
「
工
」
が
一
目
の
労
働
を
現
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
代
か
ら
で
は
な
い
。

　
水
利
工
事
の
労
働
力
計
算
な
ど
で
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
宋

　
会
要
』
食
貨
　
水
利
。

⑯
　
運
田
地
法
　
倣
工
之
法

　
　
供
給
之
法
。
亦
宜
優
厚
。
炎
天
日
長
。
午
後
必
磯
。
冬
月
厳
寒
。
空
腹
難
早
出
。

　
夏
霞
加
下
点
心
。
冬
必
与
以
踊
帯
。
若
冬
月
雨
天
衛
泥
。
必
早
瀬
撤
回
。
飽
其
飲

　
食
。
二
百
貴
其
工
程
。
彼
既
無
詞
謝
我
。
我
亦
有
顔
詰
之
。

⑭
『
補
農
書
』
総
論
工
食

　
　
至
於
工
銀
酒
食
。
巌
巌
細
赦
。
而
人
心
得
失
。
憧
遠
因
之
。
紋
銀
与
九
色
銀
。

　
所
差
不
過
一
成
。
等
之
軽
重
。
所
差
尤
無
幾
。
仮
如
与
入
一
両
。
相
去
特
一
銭
与

　
三
分
五
分
耳
。
而
人
情
之
憎
与
悦
遠
鋼
。
量
非
因
一
銭
。
而
鍾
失
九
銭
之
歓
心
。

　
因
三
分
五
分
。
車
軸
二
九
銭
五
分
七
分
之
歓
心
乎
。

⑮
　
前
田
地
法
　
倣
工
之
法
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至
於
婦
女
￥
墜
。
難
不
甚
攻
苦
。
亦
須
略
与
滋
味
。
曾
有
経
月
不
知
肉
味
。
而

　
能
無
染
指
侵
剋
者
。

⑱
　
六
畜
…
　
蘇
州
㎜
貝
糟

　
　
到
家
再
上
筆
一
番
。
尚
有
渾
酒
二
百
触
。
難
非
二
品
。
供
工
人
亦
可
替
省
。

⑰
　
中
村
哲
「
明
治
初
年
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
地
域
構
造
」
桑
原
武
夫
編
『
ブ

　
ル
ジ
ョ
ワ
革
命
の
比
較
研
究
』
｝
九
六
四
年
所
収
。

⑳
　
陳
劣
『
農
書
』
財
力
之
宜
編

　
　
況
稼
稿
在
蝦
難
之
尤
者
。
頷
可
不
先
度
其
財
足
以
購
。
力
足
以
給
。
優
游
不
迫
。

　
可
以
取
必
効
。
然
後
為
之
。
蝋
或
財
不
購
。
力
不
霊
。
而
貧
多
日
得
。
未
免
筍
簡

　
滅
裂
之
患
。
十
不
得
～
二
。
幸
其
成
功
。
配
不
可
必
夷
。
管
鑓
其
田
畝
。
是
多
其

　
患
害
。
未
見
其
利
益
。
…
…
抑
欲
其
財
力
優
裕
。
歳
歳
常
稔
。
不
致
務
広
而
倶
失
。

　
故
皆
以
深
耕
易
褥
。
而
百
穀
用
成
。
國
裕
民
密
可
待
也
。
仰
書
傭
頴
田
必
也
。
諺

　
有
之
田
。
多
真
中
如
少
爽
。
広
種
差
如
狭
収
。
量
不
信
然
。

⑳
　
同
晶
田
　
｛
ハ
種
之
宜
編

　
　
種
蒔
之
事
。
各
有
理
叙
。
無
知
時
宜
。
不
違
先
後
之
序
。
則
相
継
以
生
成
。
相

　
資
以
利
用
。
種
無
虚
日
。
収
載
虚
月
。
｝
歳
所
資
。
綿
綿
相
継
。
尚
何
陵
乏
之
足

　
患
。
凍
餓
之
足
憂
哉
。

⑩
　
運
田
地
法
甕
地

　
　
作
家
第
一
要
論
耕
多
甕
。
少
種
多
収
。

⑪
　
同
前

　
　
棄
地
。
果
能
一
年
四
蟹
。
篇
勲
爵
番
。
深
墾
到
浄
。
不
荒
蕪
蛾
。
毎
畝
採
葉
八

　
九
十
箇
。
断
然
必
有
。
眼
中
地
一
畝
採
四
五
十
者
。
豊
非
一
畝
兼
二
畝
之
息
。
而

　
功
力
銭
糧
地
本
。
傍
只
一
畝
。
敦
若
以
二
畝
之
塗
力
。
合
併
於
一
二
者
弔
事
半
功

　
倍
也
。

⑫
　
古
島
第
一
論
文
一
七
頁
。

⑱
『
補
農
書
』
策
鄙
氏
生
渠

　
　
瘡
田
＋
畝
。
自
瞬
醸
可
足
～
家
之
嚢
。
若
儂
人
代
餅
。
剣
与
石
田
無
異
。
若
佃

　
於
人
。
算
計
其
租
入
。
豊
島
供
賦
役
而
已
。

⑭
　
六
嘉
　
養
胡
羊

　
　
養
胡
羊
十
　
隻
。
…
…
毎
年
浄
得
肥
盤
三
菖
担
。
若
塾
頭
多
。
更
不
止
於
此
数
。

　
…
…
養
山
羊
四
隻
。
…
…
毎
年
浄
豊
肥
甕
八
十
担
余
。

　
　
六
畜
　
養
猪

　
　
養
猪
六
口
。
：
：
：
毎
窒
胴
侮
甕
九
十
担
。
　
｝
年
掛
眼
帯
。
共
得
三
｝
臼
六
十
担
。
養
母

　
猪
一
口
。
…
…
毎
年
得
塗
八
十
担
。

⑯
　
第
二
章
注
⑨
参
照
。

⑯
運
田
地
法
羊
甕
宜
意
地

　
　
若
平
望
買
猪
灰
。
及
城
言
口
坑
灰
。
於
田
三
二
之
前
。
下
層
之
際
。
毎
畝
撒
十

　
堅
塁
。

⑰
　
第
三
章
注
＠
参
照
。

⑱
　
桑
の
基
肥
は
、
黒
田
地
法
「
春
帯
獲
地
」
の
項
に
、
春
蚕
甕
地
。
垣
扱
必
得
三

　
四
十
担
　
と
あ
る
。

⑱
　
裏
作
に
は
普
通
大
量
の
施
肥
は
な
さ
れ
ず
（
『
補
善
書
研
究
』
　
七
六
頁
）
、
施

　
肥
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
水
稲
の
基
肥
が
省
略
さ
れ
る
（
運
田
地
法
　
墾
麦
愉
）
。

⑳
運
田
地
法
　
長
年

　
　
長
年
毎
一
名
工
銀
五
両
。
喫
米
五
石
五
斗
。
平
価
五
両
五
銭
。
盤
費
一
両
。
農

　
具
三
銭
。
柴
酒
一
両
二
銭
。
通
計
十
三
両
。
計
管
地
四
畝
。
包
価
値
四
両
。
種
田

　
八
畝
。
除
租
額
外
。
上
好
盈
米
八
石
。
平
価
算
銀
八
両
。
此
外
郎
有
田
獲
短
工
之

　
費
。
以
春
花
稲
草
抵
之
。
俗
所
謂
条
対
条
。
全
無
無
二
。
落
得
許
多
起
早
曇
眠
。

　
費
心
労
力
。
特
以
非
此
労
礁
不
成
人
家
耳
。
西
郷
地
尽
娼
租
。
工
廠
享
安
逸
之

　
利
。
量
不
軌
美
。

　
　
「
管
地
」
は
沈
氏
直
営
の
桑
畑
と
は
別
で
あ
る
。
桑
畑
は
通
例
小
作
に
出
さ
れ

　
な
い
。
ま
た
直
営
分
と
す
る
と
、
投
資
に
比
し
て
包
価
値
が
安
い
。

⑳
　
古
島
第
一
論
文
二
一
頁
。

＠
第
三
章
⑳
参
照
。
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四
　
沈
氏
経
営
プ
ラ
ン
の
歴
史
的
位
置

　
以
上
『
沈
底
農
書
』
に
み
ら
れ
る
経
営
像
を
、
技
術
と
経
営
の
爾
面
か
ら
考
察
し
た
。
そ
れ
は
一
面
で
、
深
耕
と
徹
底
的
な
多
肥
投
下
に
よ

っ
て
土
地
生
産
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
、
明
無
骨
初
に
至
る
江
南
農
業
の
質
的
発
展
を
表
現
し
て
い
た
。
し
か
も
、
同
時
に

そ
れ
は
、
深
く
商
業
的
農
業
に
関
与
し
、
販
売
の
た
め
の
購
買
を
行
い
、
積
極
的
に
労
働
生
産
性
を
も
向
上
さ
せ
、
利
潤
を
得
よ
う
と
す
る
経

営
体
で
あ
っ
た
。
経
営
規
模
の
面
で
は
、
沈
氏
の
プ
ラ
ン
に
依
る
限
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
田
畑
合
わ
せ
て
十
数
畝
程
度
の
零
細
経
営
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
小
作
貸
出
部
門
の
他
に
、
若
干
の
長
工
を
用
い
て
四
〇
畝
程
度
の
田
畑
を
直
接
耕
作
し
、
加
え
て
絹
織
や
家
畜

飼
育
も
営
む
経
営
体
を
設
定
す
る
方
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
収
益
も
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
自
体
と
し
て

全
き
密
農
経
営
で
あ
る
。
利
益
は
問
題
と
な
り
得
ず
、
富
農
的
発
展
の
可
能
性
は
無
い
と
い
う
従
来
の
見
方
は
誤
り
で
あ
る
。

　
だ
が
沈
滞
に
は
、
購
入
肥
料
や
家
畜
糞
を
多
量
に
確
保
で
き
る
こ
と
、
雇
傭
労
働
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
時
期
に
必
要
な
労
働
力

を
確
保
し
て
農
作
業
が
行
え
る
こ
と
な
ど
、
他
の
零
細
経
営
に
比
し
て
労
働
過
程
面
で
の
優
位
性
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
他
の
経
営
に
対
し

て
決
定
的
に
有
利
な
立
場
に
在
る
わ
け
で
は
な
い
。
佃
戸
経
営
に
お
い
て
は
再
生
塵
費
用
は
極
度
に
切
り
つ
め
ら
れ
る
の
で
、
富
農
的
経
営
方

式
が
常
に
小
作
料
以
上
の
収
益
を
確
保
で
き
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
長
工
の
収
支
計
算
か
ら
も
わ
か
る
。

　
経
営
規
模
に
も
限
界
が
存
在
す
る
。
と
り
わ
け
手
辮
耕
を
基
調
と
す
る
集
約
的
農
法
に
お
い
て
、
そ
の
限
界
は
狭
少
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

一
定
以
上
の
土
地
集
積
は
、
地
主
制
的
経
営
方
式
に
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
明
版
『
致
知
奇
書
』
は
、
三
〇
畝
ま
で
は
直
営
し
、
そ
れ
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
乱
作
に
出
す
の
が
有
利
で
あ
る
と
し
て
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
沈
氏
の
経
営
と
類
似
し
た
方
針
を
述
べ
、
同
時
に
地
主
調
へ
の
転
化
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
示
し
て
い
る
・
ま
た
農
法
の
体
系
を
異
に
し
て
は
い
る
が
・
藩
美
東
讐
地
主
底
社
会
性
塵
は
・
塗
盆
窺
模
以
下
の

土
地
所
有
者
が
、
雇
傭
労
働
に
よ
る
直
営
方
式
を
広
く
採
用
し
て
い
る
こ
と
、
限
界
経
営
規
模
を
越
え
た
土
地
所
有
者
は
、
租
佃
式
経
営
方
式

へ
転
化
す
る
こ
と
を
、
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
ど
の
程
度
が
限
界
経
営
規
模
と
な
る
か
は
、
当
該
地
域
・
当
該
時
代
の
農
業
技
術
に
か
か
っ
て
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い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ま
た
重
氏
の
経
営
発
展
に
も
困
難
が
待
っ
て
い
る
。
商
業
的
農
業
の
広
ま
り
は
、
肥
料
価
格
を
押
し
上
げ
、
労
賃
の
水
準
を
上
昇
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

沈
揺
自
身
こ
の
二
つ
を
経
営
の
隆
路
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
富
農
的
発
展
が
常
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
沈
民

自
身
が
そ
の
解
決
方
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
飼
料
と
し
て
の
大
豆
粕
や
酒
粕
、
あ
る
い
は
肥
料
と
し
て
の
大
豆
粕
、
さ
ら
に
は
飼
料
と

し
て
の
枯
草
ま
で
購
入
す
る
と
い
う
、
商
業
的
農
業
へ
の
一
層
深
い
関
与
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
商
業
資
本
は
利
潤
実
現
・
窩
農
的
発
展
の

敵
対
者
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
理
解
と
は
貫
く
相
容
れ
な
い
行
動
で
あ
る
。
社
会
的
分
業
の
発
展
こ
そ
が
利
潤
増
大
の
前
提
で
あ
っ
た
。

　
単
勝
の
経
営
規
模
に
は
限
界
が
存
在
し
、
他
の
小
経
営
に
対
す
る
優
位
性
も
限
定
付
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
商
業
的
農
業
の
発
展
は
地
主

制
の
基
盤
を
拡
大
し
た
。
そ
れ
は
小
商
品
生
産
段
階
の
特
質
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
数
は
少
く
と
も
、
技
術
面
か
ら
見
た
よ
う
に
、
彼

等
之
そ
、
当
時
の
最
も
新
し
い
生
産
力
水
準
の
担
い
手
で
あ
り
、
ま
た
商
業
的
農
業
．
社
会
的
分
業
の
推
進
者
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
彼
等
こ

そ
h
時
代
の
ト
レ
ー
ガ
ー
」
で
あ
っ
た
。
　
「
沈
氏
型
経
営
」
が
、
当
時
総
て
の
経
営
の
中
で
い
か
ほ
ど
の
割
合
を
占
め
た
か
、
正
確
に
は
把
え

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
明
清
時
代
の
農
業
経
営
を
、
零
細
な
佃
戸
と
、
そ
の
対
極
と
し
て
の
租
佃
式
大
土
地
所
有
機
に
一
面
化
す
る
こ
と
は
誤

り
で
あ
ろ
う
。
長
里
若
し
く
は
非
隷
属
的
な
奴
僕
労
働
を
用
い
て
比
較
的
小
面
積
を
直
営
す
る
経
営
類
型
の
存
在
は
、
小
山
正
明
氏
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
指
適
さ
れ
て
い
る
。
明
豊
清
里
同
様
に
、
地
主
と
零
細
な
直
接
生
産
者
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
勝
ち
な
民
国
期
の
農
村
で
も
、
漣
市
に
ほ
ど
近
い

嘉
興
県
に
お
い
て
は
二
〇
～
五
〇
畝
の
経
営
が
全
経
営
体
の
二
五
・
〇
七
％
、
五
〇
～
一
〇
〇
畝
の
経
営
が
四
・
五
七
％
を
占
め
、
続
く
平
湖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

県
で
も
二
〇
～
五
〇
畝
の
経
営
が
一
七
・
五
三
％
を
占
め
て
い
た
。
地
主
経
営
の
中
核
部
分
と
し
て
、
あ
る
い
は
借
地
富
農
と
し
て
、
富
農
経

営
は
息
づ
い
て
い
た
。

　
富
農
経
営
の
存
在
は
、
地
主
舗
の
性
格
規
定
上
で
も
重
要
で
あ
る
。
富
農
的
経
営
方
式
の
存
在
の
下
で
、
経
営
収
支
の
得
失
を
天
秤
に
か
け

て
採
用
さ
れ
る
程
佃
地
主
制
は
、
そ
れ
を
も
は
や
単
純
に
「
封
建
的
」
・
農
奴
欄
的
な
地
主
綱
と
呼
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
課
恵
は
、
農
書
に
も
と
づ
い
て
技
術
と
経
営
を
分
析
す
る
と
い
う
本
稿
の
直
接
の
論
理
次
元
を
超
え
る
。
商
業
的
農
業
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の
広
が
り
、
土
地
所
有
の
性
格
等
を
分
析
す
る
に
は
、

　
①
　
明
版
『
致
蜜
奇
書
臨
巻
五
　
種
谷

　
　
　
無
漏
以
足
食
為
本
。
足
食
膳
隅
田
為
先
。
故
一
定
居
。
凡
僕
従
即
口
合
司
其
業
。

　
　
如
主
従
十
人
。
非
六
十
石
不
可
。
故
視
田
地
多
寡
。
以
処
便
宜
。
如
田
有
百
畝
。

　
　
則
使
僕
従
緊
要
三
十
畝
。
其
余
響
人
種
之
可
也
。

　
②
　
景
甦
・
羅
播
『
清
代
山
東
経
常
地
主
底
社
会
性
質
』
一
九
五
九
年
。

　
⑧
同
じ
現
象
を
『
湧
橦
小
品
』
巻
二
も
指
摘
す
る
。

　
　
　
近
年
畏
夫
陰
貴
。
其
直
増
四
之
…
。
早
笛
務
記
者
少
。
可
慮
可
慮
。

　
　
　
商
業
的
農
業
・
社
会
的
分
業
の
発
展
と
労
賃
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
村
哲

　
　
「
日
本
に
お
け
る
本
源
的
畜
積
の
一
特
質
」
　
『
日
本
史
研
究
』
九
二
号
、
一
九
七

〔
附
記
〕
　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
っ
て
、

　
　
　
を
表
し
ま
す
。

別
の
資
料
と
方
法
が
必
要
で
あ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
で
持
た
れ
て
い
る
農
書
研
究
会
の
大
き
な
援
助
を
受
け
た
。

　
六
年
（
『
明
治
維
皿
新
の
基
礎
構
造
』
所
…
収
）
。

④
録
本
に
お
け
る
同
様
な
現
象
は
、
山
晦
隆
三
『
地
主
制
成
立
期
の
農
業
構
造
』

　
一
九
六
一
年
　
参
昭
｛
。

⑥
　
小
山
正
明
「
明
代
の
大
土
地
所
有
と
奴
僕
」
　
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六

　
二
冊
子
一
九
七
四
年
。

⑥
　
『
嘉
興
県
農
村
調
査
』
　
（
漏
紫
三
編
　
一
九
三
六
年
）
第
四
章
農
業
経
営

　
一
、
経
営
規
模
的
大
小
。
　
『
平
湖
之
土
地
経
済
』
　
（
中
央
政
治
学
校
地
政
学
院
与

　
平
湖
県
政
府
編
　
一
九
三
七
年
）
第
七
二
表
「
平
温
各
組
経
営
面
積
之
農
戸
数
及

　
其
所
占
之
百
分
率
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
し
て
感
謝
の
意

（
京
都
大
学
大
学
院
血

明末清初の一農業経営（足立）
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Nomination　of　C履7z96∫ガ’δ鎮西地頭

　　　　　by

Ky6hei　Oyama

　　November　1185　wheil　the　system　of　Kunijztb国地頭was　established，

Y∂ntomo　’Minamoto源頼朝seRt　7挽㎎6　Amano天野遠景to　Kyushu　as
’the　geperal　Kuniiitb　there，　who　put　the　plan　of　setting　Honrybando一］’itb

本領安堵地頭into　practice．．This　policy　means　that】roritomo頼朝

practiced　his　power　of　supPlementing　fitδ地頭　ill　every　county　and

manor．　At　the　same　time　he　also　appointed　Tadaleisa　Koremune惟宗

忠久，bailiff　at　a　manor　of　Shimazu島津，　to　be万’δauthorized　by

Kamakura鎖褒倉Shogunate．

　　Later　though，　June　1186，　he　abolisked　or　suspended　the　system　of

Kunijitb　iB　37　counties　including　Kyoto　and　neighbouring　counties，

Chineei鎮西（i．　e．　Kyushu）as　well　as　Tbgollu東国was　exempted　from

the　abolishment　or　suspension．　ln　other　words　his　rlght　of　supp！ementing

litb　in　every　county　and　manor　remained　in　the　form　of　the　nomination

ofノ露δin　Kyushu．　But　the．まatter　right　of　Yoritomo　was　1ユot　so　com－

prehensive　that　he　dared　Bot　interfere　in　the　affairs　of　county　oMcials

there　were　deprived　of　the　nomination　pf　Jito　after　i186，　and　，the．　title

of　Kunijito一　was　maintained　there．

　　After　the　period　ofκ2％1腿骨建久，1190－1198，　the　governmental　po1玉cy

of　creating砺％ηδα％40劣渉δreceded　in　that　area，　while　Komponryδshu根

本領主or　reclaimers　led　by　Sのゴ渉δ惣地頭came　to　be　apPointed　to　be

deputies　of　Jitb　or　Myo’shu名主．　Since　then　lesser拷δgradually　began

to　appear　in　this　district．

Farm　Management　in　Ming　and　Ch‘ing　Periods

　　　　　　　　AReappraisal　of　spen　Sltih　Nung　Shu沈氏農書

明清時代

　　　　by

Keiji　Adachi

　　Heretofore　it　has　been　agreed　that　2n　！14ing　and　Ch‘ing　periods，　the

farmer　did　not　produce　a　surplus　and　so　couldn’t　be　defined　as　bourgeois．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（174）



The　purpose　of　this　article　is　to　examine　the　established　view　by

studying　an　agricultural　book　titled　Shen　Shih　IVung　Shu．　The　book，

focusing　upon　the　farm　management，　rnarked　an　epoch　in　the　develop－

ment　of　small　farming　since　the　Sung’dynasty野党．

　　The　book　gives　us　aR　important　inforrnation　about　the　farming　in　those

days．．　（1）　The　methods　of　intensive　agriculture　by　means　of　abundant

manure　and　deep　plowing　were　generalized．　（2）　The　farmers　aimed　to

expand　the　productivity　of　labor　as　w　ell　as　that　of　soil　and　to　increase

the　surplus　by　managing　a　commercial　agriculture．　As　for　the　farming

area，　it　was　formerly　calculated　ten　or　so　mu畝s（1　mu　＝・　6a．）．　But　we

believe　that　it　is　an　erroneous　calculation　and　the　proper　one　is　two

scores　of　mus．　Therefore，　we　can　assume　that　the　farming　in　Ming　and

Ch‘ing　periods　belongs　to　a　bourgeois　form　of　agricultural　management．

Virtuosi　and　Their　Sciences

by

Aquio　Kawashima

　　Scientists　ili　England　were　called　virtuosi　in　the　late　seventeenth－and

early　eighteenth　centuries．　What　the　word　‘virtuoso’　implied　then，

however，　d近ers　slightly　but　variously　from　what　the　word‘scientisピ

does　now．

　　The　author　presents　here　the　wide　range　of　cotemporary　uses　of　the

word　and　dichotomy　of　the　meaning．　’It　ranged　from　experimental

philosophers　to　devoted　collectors　of　natural　trifles．　Nevertheless，　the

word　pertained　exclusiveiy　to　gentlemen－schoiars．

　　The　author，　then，　looks　at　the　scientific　activities　of　Jacobean　‘　melan－

cholic’　gentlemen　to　set　forth　what　were　characterestic　of　the　virtuosi’s

sciences．　That　is，　first，　the　purpose　of　their　activlty　was　nothing　but

pastime．　As　a　result，　they　did　not　have　any　idea　of　cooperatlon　and

progress．　Secondly，　though　they　adopted　reading，　experimenting　and

collecting　as　their　methods，　those　experimentings　were　no　more　than

repetltions　of　the　experiments　which　they　found　in　their　books　and　the

explanatlons　of　which　had　already　been　done．　Besides，　their　collections

were　con舳ed　to　natural　curiosities　and　artificial量ngenuities．　Thirdly，
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